
合
併
か
ら
　
年
を
経
て

10

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
野
田
市
は
、
今
年
、
関
宿
町
と
合
併
し
て
か
ら
　
年
10

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
合
併
を
機
に
、
快
適
で
住
み
や
す
い
「
ふ
る
さ
と
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
新
市
建
設
計

画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
か
ら
は
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
ス

タ
ー
ト
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
安
全
安
心
で

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
次
期
総
合
計
画
策
定
が
ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
目

の
昨
年
は
、６
つ
の
分
野
別
検
討
組
織
の
検
討
結
果

を
提
言
書
と
し
て
ま
と
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
区
別
懇
談
会
、
各
界
懇
談

会
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
の
方
々
の
ご
意

見
等
を
い
た
だ
き
、整
理
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
総
合
計
画
審
議
会

で
次
期
計
画
の
骨
格
案
を
作
成
い
た
だ
き
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
や
地
区
別
懇
談
会
、
各

界
懇
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
策
定
作
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
昨
年
か
ら
い
く
つ
か
の
大
き
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。一
つ
は
生
物
多
様
性

の
保
全
と
回
復
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。野
田
市

で
は
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
た
く
さ
ん
の

生
物
が
着
実
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
取
り
組

み
が
後
世
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
、昨
年
　
月
、自

12

然
再
生
、生
物
多
様
性
の
充
実
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

江
川
地
区
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
２
羽
の
飼
育
を
開
始
し

ま
し
た
。今
年
は
新
し
い
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
誕
生
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
、こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
な
農
業
の
確
立

と
自
然
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
つ
目
は
放
射
能
問
題
へ
の
対
応
で
す
。
野
田

市
で
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
考
え
、
国
よ
り
厳

し
い
測
定
高
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
毎
時
0
・
　23

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
独
自
基
準
と
し
て
除
染

作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
昨
年
中
に
子
ど
も
関
連
施
設
以
外
も
含
め

て
お
お
む
ね
終
了
し
て
お
り
、
戸
建
て
住
宅
な
ど

の
除
染
に
つ
き
ま
し
て
も
今
年
3
月
ま
で
の
完
了

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
整
備
や
平

成
　
年
度
ま
で
に
全
て
の
小
中
学
校
の
耐
震
化
を

27
完
了
す
る
等
の
防
災
対
策
の
強
化
、
買
物
弱
者
対

策
と
し
て
移
動
販
売
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
等
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
施
策
を
継
続
発
展
さ
せ
、
市

民
本
位
で
安
全
安
心
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
地
方
自
治
功
労
》

石
原
　
義
雄
氏（
　
）野
田
市
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

68

渡
辺
　
好
男
氏（
　
）野
田
市
収
入
役
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

70

《
消
防
功
労
》

吉
岡
　
信
彰
氏（
　
）野
田
市
消
防
団
副
団
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
防
災
に
尽
力

76

福
田
　
知
夫
氏（
　
）野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
尽
力

72

《
警
察
功
労
》

大
録
　
秀
夫
氏（
　
）警
察
官
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
犯
罪
等
の
解
決
に
尽
力

72

本
田
　
英
次
氏（
　
）警
察
官
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
犯
罪
等
の
解
決
に
尽
力

73

《
社
会
福
祉
功
労
》

髙
林
　
幸
雄
氏（
　
）人
権
擁
護
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
活
動
に
尽
力

73

坂
 
　
隆
氏（
　
）民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力

68

山
下
　
一
子
氏（
　
）民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力

68

《
教
育
文
化
功
労
》

木
村
　
誠
氏（
　
）小
学
校
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

70

関
根
　
三
郎
氏（
　
）小
学
校
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

70

佐
澤
　
秀
夫
氏（
　
）中
学
校
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

70

近
藤
　
勝
洋
氏（
　
）中
学
校
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

70

萠
抜
　
文
惠
氏（
　
）学
校
教
育
活
動
に
お
い
て
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た

56

實
籾
　
繁
氏（
　
）多
年
に
わ
た
り
俳
句
を
通
じ
て
地
域
文
化
の
推
進
と
発
展
に
尽
力

75

文
道
　
尚
子（
坂
東
　
実
佐
次
郎
）氏（
　
）多
年
に
わ
た
り
日
本
舞
踊
を
通
じ
て
地

71

域
文
化
の
推
進
と
発
展
に
尽
力

《
保
健
衛
生
功
労
》

西
村
　
光
子
氏（
　
）学
校
薬
剤
師
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

70

《
産
業
功
労
》 市

発
展
に
功
労
の
あ
っ
た

　
個
人
・
団
体
に
表
彰
状
と
感
謝
状

　
「
第
　
回
野
田
市
表
彰
式
」
を
１
月
４
日
、
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。

41

地
方
自
治
や
消
防
な
ど
の
各
分
野
で
多
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
個
人
・

団
体
に
表
彰
状
を
、
ま
た
、
公
共
の
た
め
に
温
か
い
ご
寄
附
を
さ
れ
た
個

人
・
団
体
に
感
謝
状
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
贈
り
し
ま
す
。（
順
不
同
）

許
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野田市表彰

市
民
本
位
の

　
　
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

　
野
田
市
長

　
　
　
　
根
　
本
　
　
崇



距

株
式
会
社
喜
八
堂
野
田
工
場
様
　
多
年
に
わ
た
り
食
品
衛
生
の
改
善
向
上
に
尽
力

《
環
境
衛
生
功
労
》

中
村
　
良
美
氏（
　
）衛
生
区
長
、廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

74

環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

保
登
田
　
英
夫
氏（
　
）衛
生
区
長
、廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

70

り
環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

山
形
　
清
次
氏（
　
）衛
生
区
長
、廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

72

環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

浅
野
　
武
男
氏（
　
）衛
生
区
長
、廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

85

環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

川
鍋
　
充
啓
氏（
　
）衛
生
区
長
、廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

76

環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

林
　
元
夫
氏（
　
）衛
生
区
長
、廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
環

68

境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

《
交
通
安
全
功
労
》

小
山
　
絹
子
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・

68

安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

岡
田
　
榮
二
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・

81

安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

中
嶋
　
正
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・
安

76

全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

《
ス
ポ
ー
ツ
功
労
》

遠
藤
　
正
春
氏（
　
）野
田
市
剣
道
連
盟
会
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ

73

の
振
興
に
尽
力

 
谷
　
翔
氏（
　
）第
　
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
男
子
共
通
　
ｍ
・
第
1
位

15

66

200

 《
感
謝
状
》

株
式
会
社
日
本
一
様

社
会
福
祉
法
人
は
ー
と
ふ
る
様

株
式
会
社
ユ
ー
・
エ
ス
・
エ
ス
様

社
団
法
人
柏
法
人
会
様

松
浦
建
設
株
式
会
社
様

田
中
　
和
子
氏

山
本
建
設
工
業
株
式
会
社
様

音
頭
金
属
株
式
会
社
様
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新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
国
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

復
興
や
福
島
第
一
原
発
事
故
の
放
射
能
除
染
対
策

が
一
向
に
進
ま
ず
、
我
が
国
の
経
済
も
そ
の
影
を

落
と
す
か
の
よ
う
に
、
長
引
く
円
高
や
デ
フ
レ
に

よ
る
企
業
活
動
の
停
滞
を
は
じ
め
、
領
土
問
題
に

端
を
発
し
た
周
辺
諸
国
と
の
経
済
摩
擦
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
問
題
な
ど
、
諸
問
題
が
山
積
し
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
野
田
市
で
は
、
東
日
本
大
震

災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
を
踏
ま
え
た
対
応
と
し

て
、
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
は
じ
め
、
国
よ
り
厳
し
い
除
染
基
準
を

定
め
た
放
射
性
物
質
除
染
計
画
の
策
定
や
同
報
系

防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
市
民
生

活
の
安
全
安
心
を
最
優
先
す
る
施
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
昨
年
　
月
に
は
生
物
多
様
性
の
保
全

12

と
回
復
を
目
指
し
て
、
江
川
地
区
で
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
飼
育
を
開
始
し
、
自
然
環
境
の
再
生
に
取
り
組

む
施
策
も
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
次
期

28

総
合
計
画
の
策
定
で
は
、
市
民
か
ら
公
募
し
た
メ

ン
バ
ー
で
構
成
す
る
分
野
別
検
討
組
織
の
皆
さ
ま

に
提
言
書
を
ま
と
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
今
後
も

市
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
よ
り
一
層
進

め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、 喫
  緊
 の
課
題
に
取

き
っ
 き
ん

り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
野
田
市
の
未

来
を
見
据
え
た
次
期
総
合
計
画
の
策
定
や
自
然
環

境
の
再
生
な
ど
の
施
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
幸
せ
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
を
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
市

当
局
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
最
善
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
民
が
未
来
を
託
せ
る

　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
野
田
市
議
会
議
長

　
　
　
　
野
　
口
　
　
義
　
雄



め
て
い
ま
す
。
試
験
電
波
を
発
信
し

て
新
設
子
局
の
音
響
テ
ス
ト
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
聴
覚
障
が
い
者
へ

貸
与
す
る
文
字
表
示
機
能
付
き
戸
別

受
信
機
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

◆
災
害
時
協
力
井
戸
　
　
月
　
日
現

11

20

在
　
件
の
申
出
を
頂
き
、
水
質
検
査

226
や
登
録
決
定
な
ど
の
手
続
が
終
わ
っ

た
も
の
が
　
件
で
す
。
飲
用
可
能
な

185

井
戸
水
に
　
件
、
生
活
雑
用
水
に
　

80

105

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
手
動
ポ
ン
プ

の
設
置
な
ど
の
助
成
制
度
は
、　
月
11

　
日
現
在
　
件
の
申
請
を
頂
き
、
手

20

25

動
ポ
ン
プ
の
設
置
が
８
件
、
発
電
機

購
入
が
　
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

17

◆
９
月
　
日
に
発
生
し
た
竜
巻
で
住

１９

宅
に
被
害
の
あ
っ
た
世
帯
を
対
象
と

し
た
災
害
見
舞
金
　
見
舞
金
と
し
て

１
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

◆
自
主
防
災
組
織
の
結
成
　
　
月
　

11

20

日
現
在
　
の
組
織
が
設
立
さ
れ
、
世

158

帯
数
で
の
組
織
率
は
　
・
０
パ
ー
セ

45

ン
ト
で
す
。

◆
防
犯
へ
の
取
組
　
　
月
　
日
に
野

10

18

田
市
防
犯
組
合
各
支
部
や
野
田
警
察

署
、
市
合
同
の
防
犯
連
絡
会
議
を
開

催
し
、
市
内
の
犯
罪
発
生
状
況
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
い
、
ま
た
、
全
　16

支
部
の
活
動
状
況
な
ど
の
情
報
交
換

を
行
う
と
と
も
に
、
年
末
一
斉
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
　
月
　
日
か
ら
　
日

12

15

22

ま
で
の
間
に
支
部
単
位
で
の
実
施
を

決
定
し
ま
し
た
。　
月
　
日
に
は
、

11

15

関
係
者
を
対
象
に
防
犯
合
同
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
　
市

で
は
、
全
市
域
で
の
計
画
策
定
を
お

願
い
し
、
合
意
が
形
成
さ
れ
た
地
区

か
ら
順
次
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。　
月
　
日
現
在
、
計
画
に
沿

11

20

っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

自
治
会
な
ど
は
２
自
治
会
増
の
　
団
44

体
、
う
ち
個
別
避
難
支
援
計
画
ま
で

鋸

　
　
の
政
策
の
柱
に
沿
っ
て
、
先
の

10
議
会
以
降
の
状
況
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
　
　
月
12

の
第
２
回
野
田
市
防
災
会
議
で
、
想

定
地
震
や
想
定
被
害
の
検
討
、
災
害

発
生
時
の
各
部
局
で
の
担
当
業
務
の

課
題
と
対
応
を
議
論
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
委
員
の
皆
様
か
ら
頂
い
た

意
見
を
反
映
さ
せ
た
素
案
を
ま
と
め
、

第
３
回
防
災
会
議
を
経
て
年
度
内
に

修
正
を
終
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
整
備
　

関
宿
地
域
は
既
設
子
局
の
拡
声
器
取

替
が
終
了
し
、野
田
地
域
は
、新
設
子

局
の
建
柱
や
拡
声
器
取
付
を
順
次
進

説
明
会
開
催
を
働
き
か
け
、
さ
ら
に

一
度
説
明
会
を
実
施
済
み
で
取
組
が

進
ん
で
い
な
い
地
区
に
対
し
て
も
粘

り
強
く
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

◆
通
学
路
の
安
全
対
策
　
登
校
中
の

児
童
の
列
に
自
動
車
が
突
っ
込
む
な

ど
の
交
通
事
故
が
全
国
各
地
で
発
生

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
関
係
者
を

集
め
、
危
険
度
の
高
い
箇
所
の
現
地

調
査
を
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

　
１
回
目
の
調
査
で
、
緊
急
対
策
と

し
て
路
面
表
示
、
外
側
線
の
引
き
直

し
な
ど
の
簡
易
な
整
備
を
す
る
こ
と

と
し
た
　
か
所
は
、
１
か
所
を
残
し

11

　
月
に
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
２

10回
目
の
調
査
へ
の
対
応
も
、
お
お
む

ね
年
内
に
は
工
事
を
完
了
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
第
６
回
定
例
市
議
会
で
、
根
本
市
長
は
　

24

11

月
　
日
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
買
物
弱

30
者
対
策
と
し
て
の
移
動
販
売
の
ほ
か
、
次
期
総
合
計
画

の
策
定
、
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
皆
さ
ん
に
お
約
束
し

た
政
策
の
柱
の
進
捗
状
況
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
本

号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
県
道
の
対
応
は
、
東
葛
飾
土
木
事

務
所
で
路
側
帯
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
防

護
柵
の
設
置
な
ど
の
工
事
を
年
内
に

完
了
す
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
主
要

地
方
道
我
孫
子
関
宿
線
の
木
間
ケ
瀬

小
学
校
付
近
の
通
学
路
は
、
経
路
を

迂
回
す
る
見
直
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
冬
期
湛
水
水
田
　
玄
米
黒
酢
米
の

生
産
地
区
で
あ
る
木
野
崎
や
目
吹
、

船
形
、
関
宿
の
４
地
区
と
江
川
や
木

間
ケ
瀬
、岡
田
、二
川
の
４
地
区
の
計

８
地
区
９
か
所
、約
６
・
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
耕
作
地
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
生
き
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、

整
備
し
た
団
体
が

　
団
体
、
要
援
護

38者
登
録
者
数
は
　262

人
と
、
ま
だ
ま
だ

少
な
い
状
況
で
す
。

今
後
、説
明
会
を

実
施
し
て
い
な
い

地
区
に
積
極
的
に

移動販売車「まごころ便」は１月２８日から運移動販売車「まごころ便」は１月２８日から運行行

平
成
　
年
第
６
回
定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告

２４
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や

買
物
弱
者
対

　
   　
　
　
　
　
　
　
　
買
物
弱
者
対
策策
なな
　
　
どど

報
告

 
報
告

防
災
対
策
と
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
と

生
物
多
様
性
の
充
実



ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
な
ど
の
両
生
類

や
ス
ジ
エ
ビ
な
ど
の
甲
殻
類
、マ
シ
ジ

ミ
な
ど
の
貝
類
、マ
メ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の

幼
生
な
ど
が
新
た
に
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
冬
期
 湛
  水
 水
田
の
実
験

た
ん
 す
い

で
、深
水
管
理
な
ど
に
よ
る
雑
草
抑
制

効
果
や
有
機
肥
料
使
用
に
よ
る
収
穫

量
の
変
化
、圃
場
や
周
辺
地
域
の
生
態

系
の
変
化
な
ど
を
継
続
的
に
調
査
し
、

減
農
薬
、減
化
学
肥
料
の
取
組
の
参
考

に
す
る
と
と
も
に
、「
自
然
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
」に
取
り
組
む
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
、市
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

◆
ブ
ラ
ン
ド
米
の
学
校
給
食
で
の
使

用
　
玄
米
黒
酢
農
法
で
栽
培
し
た
減

農
薬
・
減
化
学
肥
料
の
特
別
栽
培
米

を
　
月
１
日
よ
り
使
用
し
始
め
ま
し

10
た
。今
後
、江
川
地
区
で
有
機
肥
料
・

減
農
薬
で
生
産
し
た
お
米
の
使
用
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

動
物
の
餌
と
な
る
生
物
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
野
生
生
物
を
育
む
空
間
づ
く

り
を
地
域
の
人
々
と
協
力
し
な
が
ら

行
う
」
こ
と
が
記
述
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
に
国
土
交
通
省
よ
り

公
表
さ
れ
た「
持
続
可
能
で
活
力
あ
る

国
土
・
地
域
づ
く
り（
子
ど
も
た
ち
や

孫
た
ち
の
世
代
に
す
ば
ら
し
い
国
土

を
残
す
た
め
に
）」
で
は
、「
水
と
緑

の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
」
と
し
て
、「
地
域
活
動
と
一
体

と
な
っ
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
等
の
希
少

生
物
を
始
め
と
し
た
多
様
な
生
物
の

生
息
・
生
育
環
境
と
な
る
水
環
境
・

緑
地
等
を
保
全
・
再
生
」
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
田
市
が
提
案
し
、進
め
て
き
た
生

物
多
様
性
の
取
組
を
や
っ
と
国
が
認

め
、国
の
方
針
と
し
て
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
　
月
　

10

31

日
、代
表
幹
事
市
で
あ
る
当
市
と
役
員

自
治
体
の
５
市
で
国
土
交
通
大
臣
、環

境
大
臣
な
ど
に
対
し「
関
東
地
域
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
よ

る
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
の
舞
う
魅
力
的

な
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」の
　
年
度

25

か
ら
の
事
業
化
に
関
す
る
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
各

地
域
で
進
め
ら
れ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

飼
育
放
鳥
計
画
は
、第
一
弾
と
し
て
、

市
が
江
川
地
区
で
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
飼
育
施
設
も
完
成
し
、
株

式
会
社
野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
に

飼
育
業
務
を
委
託
し
て
お
り
、
受
入

体
制
も
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
２
羽
（
ワ
ン
ペ
ア
）
を
　
月
４

12

日
に
多
摩
動
物
公
園
か
ら
受
け
入
れ
、

飼
育
を
開
始
し
ま
す
。

◆
の
だ
元
気
市
場
　
平
均
来
客
数
は
、

８
月
　
人
、
９
月
　
人
、　
月
　
人

107

114

10

117

と
順
調
に
増
加
し
、
開
店
　
日
目
の

100

　
月
　
日
に
は
、　
人
が
来
店
し
ま

10

15

151

し
た
。
と
こ
ろ
が
　
月
　
日
に
コ
モ

10

23

デ
ィ
イ
イ
ダ
野
田
店
が
開
店
し
て
以

降
は
１
日
　
人
前
後
に
落
ち
込
ん
で

100

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
品
揃
え
の
充

実
、
戸
別
配
達
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の

取
組
に
加
え
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
と

漁

の
連
携
で
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
会
員

の
方
に
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
発
行
し
、
高
齢
者
の
方
に
魅
力

あ
る
店
舗
に
し
て
い
き
ま
す
。

◆
中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
策
　
二

工
場
跡
地
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る

商
業
活
性
化
施
設
は
、
購
買
力
の
低

さ
な
ど
、
整
理
す
べ
き
課
題
が
多
い

こ
と
か
ら
、「
中
心
市
街
地
再
活
性
化

に
資
す
る
商
業
活
性
化
施
設
の
あ
り

方
検
討
会
」
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

き
、　
月
　
日
に
第
１
回
検
討
会
を

11

20

開
催
し
ま
し
た
。
今
後
、
中
心
市
街

地
再
活
性
化
の
た
め
の
課
題
整
理
、

施
設
の
基
本
ス
キ
ー
ム
、
地
元
商
業

者
の
主
体
的
取
組
と
行
政
の
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、至
急
、検
討
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
移
動
販
売
　
１
月
　
日
か
ら
移
動

28

販
売
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
方
向
で
生

活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
と
協
議

を
進
め
、
関
宿
北
部
・
中
部
、
川
間
・

関
宿
南
部
、
東
部
・
福
田
の
３
ル
ー

ト
　
か
所
に
停
留
所
を
設
置
し
ま
す
。

37
◆
次
期
総
合
計
画
の
策
定
　
市
民
の

皆
様
の
意
見
を
幅
広
く
伺
う
た
め
実

施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
地

区
別
懇
談
会
、
各
界
懇
談
会
が
終
了

し
ま
し
た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

　
歳
以
上
の
市
民
３
千
人
を
対
象
に

20８
月
に
実
施
し
、
千
　
人
か
ら
回
答

451

を
頂
き
ま
し
た
。
回
収
率
は
、　
・
48

４
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
地
区
別
懇
談

会
は
、
全
戸
配
布
し
た
分
野
別
検
討

組
織
提
言
書
の
概
要
版
を
基
に
、
８

月
中
旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
市
内
各

地
区
の
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

館
　
か
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
延
べ

14
　
人
の
市
民
の
皆
様
の
参
加
が
あ
り
、

232約
　
件
の
意
見
や
提
案
な
ど
を
頂
き

350
ま
し
た
。
各
界
懇
談
会
は
、
市
内
の

各
種
団
体
か
ら
延
べ
　
団
体
、　
人

37

70

の
参
加
が
あ
り
、
約
　
件
の
意
見
や

100

提
案
な
ど
を
頂
き
ま
し
た
。

　
頂
い
た
意
見
な
ど
は
、
そ
の
分
析

結
果
を
含
め
、　
月
　
日
の
第
４
回

10

26

総
合
計
画
審
議
会
で
全
て
を
報
告
し

て
お
り
、
分
野
別
検
討
組
織
の
提
言

と
と
も
に
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定

作
業
に
充
分
反
映
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
ま
め
バ
ス
の
利
用
者
数
　
　
年
４

24

月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
の
　
日

10

31

214

間
で
延
べ
　
万
８
千
　
人
、
１
便
平

18

252

均
　
・
２
人
と
い
う
状
況
で
す
。
昨

13
年
同
時
期
の
利
用
者
数
と
比
較
し
延

べ
利
用
者
数
で
４
千
　
人
、
２
・
４

431

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
で
、
徐
々
に
新
ル

ー
ト
が
定
着
し
、
利
用
状
況
は
回
復

し
て
き
て
い
ま
す
。（

６
面
に
つ
づ
く
）

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
と

買
物
弱
者
対
策
の
実
施

次
期
総
合
計
画
の
策
定
と

新
市
建
設
計
画
の
確
実
な
実
現

コウノトリは豊かな自然の象徴として

◆
生
物
多
様
性
の
充
実
　
９
月
に

国
は
「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
２

０
１
２
 
２
０
２
０
」
を
閣
議
決

定
し
、「
生
物
多
様
性
の
保
全
及
び

持
続
可
能
な
基
本
方
針
」
と
し
て

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
が
生
息
で

き
る
環
境
を
関
東
平
野
に
取
り
戻

そ
う
と
す
る
関
東
地
域
　
市
町
村

29

の
連
携
に
よ
る
『
コ
ウ
ノ
ト
リ
・

ト
キ
の
舞
う
関
東
自
治
体
フ
ォ
ー

ラ
ム
』の
取
組
の
よ
う
に
、希
少
な

－



◆
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど

の
状
況
　
国
の
　
年
度
第
３
次
補
正

23

予
算
を
活
用
し
、
前
倒
し
実
施
し
た

南
部
小
学
校
の
体
育
館
は
　
月
　
日

10

25

に
完
了
し
、
岩
木
小
学
校
の
普
通
教

室
棟
は
　
月
　
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

11

30

　
今
年
度
予
定
し
て
い
る
宮
崎
小
学

校
教
室
棟
、
南
部
中
学
校
普
通
教
室

棟
な
ど
計
　
棟
の
耐
震
工
事
の
設
計

10

や
、
川
間
小
学
校
の
体
育
館
ほ
か
４

棟
の
耐
震
診
断
は
、
年
度
末
ま
で
に

完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
宮
崎
小
学
校
は
、
教
室
棟

全
体
の
建
物
の
耐
震
性
は
構
造
耐
震

指
数
の
I
s
値
が
０
・
　
で
す
が
、

36

エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
で

２
棟
に
分
か
れ
て
い
る
う
ち
の
１
棟

は
、
一
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮
強

度
が
低
い
た
め
改
築
を
行
い
ま
す
。

耐
震
補
強
工
事
は
来
年
度
に
行
い
、

改
築
を
行
う
棟
は
、
設
計
を
来
年
度

と
し
、
改
築
工
事
を
　
年
度
か
ら
　

26

27

年
度
ま
で
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

◆
野
田
市
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

　
予
定
ど
お
り
　
年
度
に
公
共
施
設

25

充
当
用
地
の
先
買
い
を
完
了
で
き
る

見
込
み
で
す
。
仮
換
地
の
　
年
度
中

26

の
指
定
に
向
け
土
地
区
画
整
理
審
議

会
を
　
年
度
中
に
設
置
す
る
予
定
で
、

25

先
買
い
と
併
行
し
て
関
係
権
利
者
と

の
協
議
や
調
整
、
換
地
設
計
の
準
備

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
七
光
台
駅
西
地
区
区
画
整
理
事
業

　
　
月
　
日
付
け
で
換
地
処
分
の
公

10

26

告
が
行
わ
れ
、
翌
日
か
ら
大
字
が
 光
 
こ
う

 葉
 
よ
う

 町
 一
丁
目
、光
葉
町
二
丁
目
、光
葉

ち
ょ
う

町
三
丁
目
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

◆
連
続
立
体
交
差
事
業
　
借
地
で
仮

線
を
敷
設
す
る
愛
宕
駅
周
辺
は
、
一

部
　
年
度
に
借
地
契
約
を
す
る
物
件

25
も
あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
年
度
内

に
確
保
で
き
る
見
込
み
で
す
。
清
水

公
園
駅
付
近
で
資
材
搬
入
の
た
め
の

仮
踏
切
設
置
工
事
や
仮
線
軌
道
工
事

に
着
手
し
て
お
り
、
野
田
市
駅
構
内

で
も
、
電
路
柱
、架
線
の
移
設
、線
路

の
移
設
な
ど
を
開
始
す
る
よ
う
で
す
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
に

係
る
外
部
有
識
者
会
議
の
設
置
　
第

５
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
で
計
画
し
て

い
る
　
床
の
整
備
で
、
考
え
方
を
整

270

理
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
へ
の
特
養
整
備
は
、

特
に
高
齢
化
が
進
む
中
央
地
区
に
、

地
域
に
密
着
し
た
入
所
系
施
設
が
無

く
是
非
と
も
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
入
所
系
施
設
は
郊
外
部
に

立
地
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

新
た
に
中
心
市
街
地
に
立
地
す
る
施

設
は
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
整

備
し
た
ら
よ
い
の
か
、
地
元
の
方
々

は
何
を
期
待
す
る
の
か
を
十
分
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
療
護
施
設
の
新
設
が
困
難

で
あ
る
た
め
、
代
替
機
能
も
併
せ
持

っ
た
障
が
い
者
対
応
の
特
養
が
で
き

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
医
療
機

関
と
の
連
携
、
設
備
や
人
員
配
置
の

上
で
の
留
意
点
な
ど
、
専
門
家
や
障

が
い
者
と
そ
の
ご
家
族
な
ら
で
は
の

視
点
か
ら
の
検
証
が
必
要
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
外
部
有
識
者

会
議
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
養

の
整
備
方
針
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

◆
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
務
　
　
月
12

１
日
診
療
分
か
ら
、
小
学
４
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
入
院
医
療
費

に
対
し
て
助
成
を
拡
充
す
る
準
備
と

し
て
、
対
象
の
全
世
帯
に
お
知
ら
せ

し
、
入
院
中
や
そ
の
備
え
と
し
て
必

要
と
さ
れ
る
方
に
順
次
受
給
券
を
交

さ
ら
に
教
員
の
補
充
難
な
ど
先
行
き

の
見
通
し
が
立
た
な
い
と
い
う
状
況

で
、
医
師
会
は
学
校
関
係
者
、
県
医

療
整
備
課
、
実
習
病
院
担
当
者
と
も

緊
密
に
連
絡
を
取
り
つ
つ
、
今
後
の

検
討
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
入
学
生

を
半
減
し
な
け
れ
ば
運
営
が
成
り
立

た
な
い
こ
と
、
半
減
す
れ
ば
毎
年
か

な
り
の
赤
字
が
発
生
し
、
教
職
員
の

士
気
に
も
問
題
が
生
じ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、　
年
度
の
新
入
生
の
募
集
は

25

せ
ず
、
現
　
回
生
の
卒
業
す
る
　
年

61

26

３
月
の
閉
校
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
補
助
金
の
増
加
で
存
続
で
き
な
い

か
考
え
ま
し
た
が
、
実
習
受
入
れ
先

が
な
く
、
卒
業
生
の
う
ち
数
名
程
度

し
か
地
元
医
療
機
関
へ
就
職
し
て
お

ら
ず
、
さ
ら
に
准
看
護
学
校
の
進
学

者
の
多
く
が
進
む
県
立
野
田
看
護
専

門
学
校
の
第
二
看
護
学
科
の
卒
業
生

も
同
様
の
傾
向
が
あ
り
地
域
医
療
へ

の
貢
献
度
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
か

ら
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
　
保
険

給
付
費
が
　
月
時
点
で
前
年
度
比
５

10

パ
ー
セ
ン
ト
の
高
い
伸
び
を
示
し
、

特
に
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
前
期
高

65

74

齢
者
の
保
険
給
付
費
が
大
き
く
増
加

し
て
い
ま
す
。　
年
度
は
、本
年
度
の

25

剰
余
金
や
国
保
財
政
調
整
基
金
の
全

額
を
活
用
す
る
こ
と
で
何
と
か
収
支

が
取
れ
る
見
込
み
で
、　
月
　
日
の

11

13

国
保
運
営
協
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
時
点
で
も
　
年
度
の

25

介
護
納
付
金
や
前
期
高
齢
者
交
付
金

な
ど
の
不
確
定
な
要
素
が
あ
る
こ
と

か
ら
、マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
場
合
は
、

事
業
運
営
へ
の
対
応
を
早
急
に
ご
審

議
い
た
だ
く
こ
と
を
同
日
の
国
保
運

営
協
議
会
で
お
願
い
し
ま
し
た
。

◆
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
　
現

在
、　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
第

25

29

２
期
野
田
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
を
作
成
中
で
、

年
度
末
ま
で
に
策
定
し
ま
す
。

◆
い
じ
め
の
問
題
　
６
月
に
全
校
一

斉
に
「
い
じ
め
実
態
調
査
」
を
実
施

し
、
い
じ
め
が
継
続
し
て
い
た
４
件

は
、
そ
の
対
応
を
教
育
委
員
会
と
学

禦

付
し
て
い
ま
す
。

◆
野
田
准
看
護
高
等
専
修
学
校
の
閉

校
　
野
田
市
医
師
会
立
野
田
准
看
護

高
等
専
修
学
校
は
、
昭
和
　
年
４
月

27

に
開
校
し
、
今
日
ま
で
多
く
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
が
、
准
看
護
師
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
り
、
県
内
で

も
　
年
前
に
は
　
校
あ
っ
た
准
看
護

10

21

学
校
が
５
校
に
ま
で
減
少
し
て
き
て

い
る
状
況
で
す
。
同
校
も
実
習
先
が

確
保
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

耐震化が完了した岩木小学校

都
市
基
盤
・
生
活
関
連

施
設
の
整
備

福
祉
・
医
療
・
雇
用
の

充
実

教
育
の
充
実
と
青
少
年
の

健
全
育
成
の
強
化



建設の進むリサイクルセンター

の
推
移
を
確
認
し
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
黒
い
物
質（
土
）」
は
、

全
小
中
学
校
の
通
学
路
を
調
査
し
、

　
か
所
で
市
の
基
準
を
超
え
て
い
ま

210し
た
。南
部
、福
田
地
区
か
ら
優
先
的

に
除
染
作
業
を
実
施
し
、　
月
　
日
現

11

15

在
で
、　
か
所
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

80

　
保
育
所
２
か
所
と
福
田
地
区
の
学

校
４
校
で
行
っ
て
い
る
放
射
線
の
被

ば
く
積
算
線
量
の
計
測
は
、　
月
　

10

31

日
時
点
ま
で
の
積
算
値
を
基
に
想
定

年
間
積
算
線
量
を
計
算
し
た
と
こ
ろ
、

０
・
　
か
ら
０
・
　
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

115

367

ま
で
で
、年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

超
え
る
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
保
育
所
や
こ
だ
ま
学
園
、
あ
さ
ひ

育
成
園
、公
立
幼
稚
園
、公
立
小
中
学

校
の
給
食
食
材
検
査
は
、　
月
よ
り

10

消
費
者
庁
か
ら
２
台
目
の
検
査
機
器

の
貸
与
を
受
け
、
検
査
品
目
を
増
や

す
と
と
も
に
認
可
外
保
育
施
設
や
私

　
　
年
度
当
初
か
ら
開
始
し
た
戸
建

24
て
住
宅
な
ど
の
測
定
や
除
染
は
、　
月
11

　
日
ま
で
に
４
千
　
件
の
申
込
み
を

15

567

頂
き
、　
月
　
日
ま
で
に
お
お
む
ね
測

11

20

定
は
終
了
。国
の
基
準
で
あ
る
測
定
高

１
メ
ー
ト
ル
で
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ

23

シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
過
し
た
件
数
が
　15

世
帯
に
留
ま
っ
た
も
の
の
、市
の
基
準

で
あ
る
測
定
高
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
毎
時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

23

を
超
過
し
た
件
数
は
２
千
　
世
帯
で
、

702

約
　
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
そ
の
う

61
ち
千
　
世
帯
か
ら
除
染
申
請
が
あ
り
、

644

　
月
　
日
現
在
で
、　
件
　
パ
ー
セ

11

15

677

41

ン
ト
の
除
染
が
終
了
。　
年
度
内
の

24

除
染
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
の
測
定
や

除
染
は
、
子
ど
も
関
連
施
設
以
外
も

含
め
お
お
む
ね
終
了
し
、
今
後
は
施

設
ご
と
に
年
に
１
回
か
ら
数
回
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
放
射
線
量

る
班
長
１
人
と
障
害
者
職
業
生
活
相

談
員
を
含
む
６
人
の
手
選
別
補
助
員

を
配
置
し
た
体
制
と
な
る
予
定
で
す
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
　
　
年
度
末
で

24

指
定
期
間
が
満
了
す
る
古
布
内
保
育

所
は
、
保
護
者
を
委
員
に
加
え
た
選

定
委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、
現
指

定
管
理
者
を
引
き
続
き
指
定
す
る
こ

と
が
適
当
と
さ
れ
、
関
係
議
案
を
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
　
年
度
末
で
指
定
期
間
が

24

満
了
す
る
農
産
物
直
売
所
は
、
指
定

管
理
者
で
あ
る
野
田
市
農
産
物
直
売

所
運
営
組
合
が
、
９
月
に
法
人
格
を

取
得
し
運
営
体
制
を
強
化
し
て
お
り
、

３
月
議
会
に
指
定
の
更
新
の
議
案
を

提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ゆ

め
あ
ぐ
り
野
田
の
運
営
状
況
は
、
震

災
ま
で
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し

た
が
、
放
射
能
に
関
わ
る
風
評
被
害

の
影
響
は
大
き
く
、
本
年
度
の
売
上

は
対
前
年
比
　
パ
ー
セ
ン
ト
で
推
移

93

し
、
放
射
能
問
題
が
収
束
し
な
い
限

り
、売
上
の
回
復
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

指
定
管
理
者
も
可
能
な
限
り
経
費
節

減
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
市
の
政
策

と
し
て
障
が
い
者
雇
用
を
掲
げ
て
お

り
、
経
費
の
　
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

65

る
人
件
費
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

管
理
業
務
の
委
託
事
業
者
は
、
委
託

事
業
者
選
定
審
査
委
員
会
で
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
極
東
開

発
工
業
株
式
会
社
に
決
定
し
、
５
年

間
の
長
期
継
続
契
約
と
し
て
、
予
定

額
８
億
７
千
　
万
円
で
　
月
　
日
に

885

10

29

業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
計
量
業
務
、
ご
み
の
投
入
や
分
別

さ
れ
た
ご
み
の
整
理
な
ど
の
ヤ
ー
ド

業
務
、
不
燃
ご
み
の
中
か
ら
資
源
物

を
選
別
す
る
作
業
の
手
選
別
業
務
、

プ
ラ
ン
ト
保
安
業
務
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
、
主
要
な
業
務
で
あ
る
手
選
別

は
、
２
つ
の
ラ
イ
ン
で
　
人
の
配
置

26

と
な
る
予
定
で
す
。
知
的
障
が
い
者

の
雇
用
は
、
こ
の
手
選
別
ラ
イ
ン
に

配
置
さ
れ
、
極
東
開
発
工
業
に
常
用

雇
用
さ
れ
る
　
人
と
、
障
が
い
者
施

16

設
に
通
所
し
て
い
る
方
が
、
実
務
研

修
と
し
て
施
設
外
の
事
業
所
で
就
労

す
る
施
設
外
就
労
生
４
人
で
、
さ
ら

に
手
選
別
作
業
全
体
を
指
導
補
助
す

校
で
考
え
て
き
ま
し
た
。
９
月
の
追

跡
調
査
で
は
、
２
件
は
解
消
し
、
残

り
の
２
件
も
継
続
支
援
中
な
が
ら
ほ

ぼ
解
消
し
た
と
い
う
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
特
に
重
篤
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、　
月
に
「
第
２
回
い
じ
め

11

実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
受
け
て
冬
休
み
前
に
聞
き

取
り
調
査
と
解
決
に
向
け
た
協
議
を

行
い
、新
た
な
い
じ
め
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
努
め
ま
す
。１
月
に
は
追

跡
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
　
　23

年
８
月
に
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
中
長
期
的
な

展
望
に
立
っ
た
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
新
清
掃
工
場
建
設
候
補
地
選
定
審

魚

（
８
面
に
つ
づ
く
）

ゴ
ミ
の
減
量
と

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

行
政
改
革
の
徹
底

放
射
能
問
題

議
会
の
審
議
状
況
　
　
月
４
日
の

11

第
　
回
審
議
会
で
は
、
２
か
所
の

21
候
補
地
の
地
権
者
に
対
す
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
審
議
会
に
報

告
す
る
と
と
も
に
、
評
価
基
準
案

を
提
示
し
て
お
り
、
次
回
以
降
の

審
議
会
で
候
補
地
を
絞
り
込
ん
で

い
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。

◆
野
田
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
新
不
燃
物
処
理
施
設
）　
運
転

国より厳しい基準で宅地も除染

障
が
い
者
団
体
連
絡
会
と
相
談
し

た
と
こ
ろ
、市
が
就
労
生
を
支
援
す

る
形
が
望
ま
し
い
と
の
こ
と
か
ら
、

指
定
管
理
の
更
新
に
当
た
り
、
障

が
い
者
雇
用
を
市
の
直
接
支
援
に

切
り
替
え
て
、指
定
管
理
は
、利
用

料
金
収
入
で
運
営
し
て
い
く
方
向

で
、現
在
、検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。



域
の
平
均
が
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

　
ベ
ク
レ
ル
、
中
部
地
域
で
　
、
南

64

84

部
地
域
で
　
と
な
っ
て
お
り
、ま
た
、

226

水
田
で
は
、最
低
が
北
部
地
域
で
　
、
73

最
高
が
南
部
地
域
で
　
、
平
均
で
　

202

124

と
な
っ
て
い
ま
す
。
畑
地
は
減
少
、

水
田
は
横
ば
い
の
傾
向
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
検
査
の
結
果
は
、

剪
定
枝
な
ど
か
ら
は
、
１
キ
ロ
グ
ラ

ム
当
た
り
９
月
は
　
ベ
ク
レ
ル
、　

239

10

月
は
　
、　
月
は
　
の
放
射
性
セ
シ

221

11

165

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
、
７
、
８
月
に
比

べ
て
低
下
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

慎
重
に
経
過
を
観
察
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
農
地
は
、　
月
　
日
現
在
、　
軒

11

20

65

の
農
家
で
測
定
し
、
基
準
の
超
過
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
道
路
側
溝
汚
泥
は
、
１
キ
ロ
グ
ラ

ム
当
た
り
千
　
か
ら
２
千
　
ベ
ク
レ

946

882

ル
ま
で
で
、
市
内
の
中
間
処
理
業
者

へ
搬
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、　
月
10

に
行
っ
た
煙
突
内
の
排
ガ
ス
の
検
査

は
、
検
出
せ
ず
で
し
た
。　
年
１
月

24

か
ら
毎
月
１
回
３
施
設
の
敷
地
境
界

な
ど
の
空
間
放
射
線
量
を
継
続
し
て

測
定
し
て
お
り
、
全
て
の
箇
所
で
毎

時
０
・
　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

23

下
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　
公
害
等
調
整
委
員
会
か
ら
、
８
月

に
専
門
委
員
候
補
者
の
意
見
照
会
が

あ
り
、
弁
護
団
で
は
、
当
該
候
補
者

の
論
文
な
ど
か
ら
、
中
立
的
な
意
見

を
期
待
で
き
ず
専
門
委
員
と
し
て
不

適
当
で
あ
る
旨
の
意
見
書
を
、
９
月

５
日
付
で
委
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
　
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回

11
審
問
で
は
、
専
門
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
、
裁
定
委
員
長
か
ら
、
ど
の
分

野
の
者
が
適
当
か
意
見
書
を
提
出
す

る
よ
う
求
め
ら
れ
た
た
め
、
弁
護
団

は
　
月
　
日
付
で「
日
本
毒
性
学
会
」

11

16

「
日
本
環
境
化
学
会
」
の
会
員
か
ら

専
門
委
員
を
選
ぶ
の
が
妥
当
で
あ
る

と
の
意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
弁
護
団
が
　
月
　
日
付
で

11

26

補
足
の
意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

当
該
意
見
書
は
、
所
属
学
会
に
関
す

る
従
前
の
意
見
を
撤
回
し
、
医
学
関

連
の
専
門
委
員
は
化
学
物
質
過
敏
症

増
や
す
方
向
で
、
被
害
者
の
会
と
協

議
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
必
要
な
情
報
を
市
民
の
皆

様
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
で
、
被
害

者
の
会
の
活
動
に
対
す
る
理
解
が
深

ま
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
健
康
不
調

の
原
因
が
柏
廃
材
で
あ
る
と
市
民
が

気
付
く
契
機
に
も
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
第
１
回
説
明
会
を
　
月
12

　
日
に
開
催
し
ま
す
。
市
の
健
康
被

18害
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
弁
護
団
が

質
問
項
目
な
ど
の
最
終
的
な
精
査
を

し
て
お
り
、
１
月
か
２
月
の
実
施
予

定
で
す
。
簡
易
型
Ｖ
Ｏ
Ｃ
連
続
測
定

器
に
よ
る
測
定
は
、
被
害
者
の
会
で

測
定
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
特
例
公
債
法
案
の
成
立
が
遅
れ
た

こ
と
に
伴
う
影
響
　
普
通
交
付
税
の

　
月
分
は
、
特
例
公
債
法
案
が
成
立

11す
る
ま
で
交
付
が
先
送
り
さ
れ
ま
し

亨

◆社会福祉施設整備基金指
定寄附金…葛２８万円＝野田ガ
ス株式会社取締役社長今成
英明様（宮崎）
◆災害対策費指定寄附金…
葛２７万５,１４０円＝野田市文化
団体協議会会長髙梨兵左衛
門様（中野台）

寄　附

を
主
た
る
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
研
究

者
が
最
も
望
ま
し
く
、
化
学
関
連
の

専
門
委
員
は
「
メ
カ
ノ
ケ
ミ
カ
ル
」

と
呼
ば
れ
る
分
野
の
研
究
者
、
な
か

で
も
有
機
物
を
研
究
対
象
と
す
る
研

究
者
が
最
も
適
任
と
の
内
容
で
す
。

　
弁
護
団
で
は
、
被
害
者
の
会
の
活

動
強
化
が
必
要
と
判
断
し
、
申
請
人

の
家
族
を
加
え
る
な
ど
、
申
請
人
を

た
。
予
算
が
成
立
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
財
源
確
保
が
ま
ま
な
ら
な

い
、
ま
し
て
や
地
方
固
有
の
財
源
で

あ
る
は
ず
の
地
方
交
付
税
の
交
付
が
、

政
局
で
先
送
り
さ
れ
る
と
い
う
極
め

て
異
常
な
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
法
案
は
　
月
　
日
に
成
立
し
、　

11

16

11

月
　
日
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

19
間
の
資
金
繰
り
は
、
支
障
を
来
た
す

こ
と
な
く
対
応
で
き
て
い
ま
す
。

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
　
　
月
９

11

日
の
第
２
回
運
営
協
議
会
で
は
、
新

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
日
を
１

月
　
日
と
す
る
、
新
規
採
用
す
る
コ

17
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
紹
介
も
兼
ね
て
、

総
合
福
祉
会
館
利
用
者
な
ど
を
対
象

に
、
新
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
登
録
に

関
す
る
説
明
会
を
１
月
７
日
に
開
催

す
る
な
ど
を
ご
決
定
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
現
在
、
市
で
は
、
開
設
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
お
り
、
関
係
条

例
案
を
今
議
会
に
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

野菜や井戸水の市民持込検査を実施

有
限
会
社
柏
廃
材
処
理
セ

ン
タ
ー
の
健
康
被
害
問
題

諸
般
の
報
告

立
༮
ஓ
園
の
「
調
理
後
１
食
ま
る
ご

と
検
査
」も
ر
望
に
応
͡
て
い
ま
す
。

　
こ
の
検
査
機
器
を
利
用
し
て
、　10

月
　
日
か
ら
家
庭
菜
園
で
獲
れ
た
野

18
菜
や
飲
用
井
戸
水
な
ど
の
市
民
持
込

検
査
の
予
約
を
始
め
、　
月
　
日
か

10

23

ら
測
定
を
開
始
し
て
い
ま
す
。　
月
11

　
日
現
在
で
　
件
の
予
約
が
あ
り
、

15

306

２
月
ま
で
は
予
約
が
埋
ま
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
結
果
は
、
給
食
検
査
も

市
民
持
込
検
査
も
基
準
値
以
下
で
す
。

　
野
菜
な
ど
は
、
県
で
野
田
市
分
と

し
て
、　
品
目
、　
検
体
の
検
査
を

28

70

行
い
、
原
木
露
地
栽
培
の
し
い
た
け

が
出
荷
自
粛
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
は
基
準
値
を
下
回
り
、
問
題

の
な
い
状
況
で
す
。
原
乳
は
、　
月
11

　
日
現
在
、　
回
の
検
査
が
行
わ
れ
、

20

76

結
果
は
基
準
値
以
下
で
す
。
市
の
独

自
検
査
は
　
品
目
で
、
結
果
は
い
ず

11

れ
も
基
準
値
以
下
で
す
。

　
農
地
の
土
壌
は
、
畑
地
で
北
部
地

に
委
託
し
、処
分
し
ま
し
た
。　
月
11

　
日
現
在
、
昨
年
度
の
積
み
残
し

15分
や
除
染
も
含
め
要
望
件
数
　
件
455

に
対
し
、清
掃
済
み
が
　
件
で
す
。

361

　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
焼
却

灰
の
　
月
ま
で
の
測
定
値
は
清
掃

11

工
場
や
第
二
清
掃
工
場
、
関
宿
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
と
も

国
の
埋
立
基
準
を
大
幅
に
下
回
る

も
の
で
し
た
の
で
、
最
終
処
分
場



享

 基
準
案
や
条
例
・
計
画
案
に

　
    　
   皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

１
月
１
月
　
日日
かか
　
　
らら

移
動
販
売

 
移
動
販
売
車車

2828

「
ま
ご
こ
ろ
便

 「
ま
ご
こ
ろ
便
」」がが
運
行
開
始

運
行
開
始

　
市
で
は
、
国
が
法
令
な
ど
で
一
律

に
義
務
付
け
て
き
た
基
準
の
一
部
を

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準
案
と

水
道
法
の
改
正
に
伴
う
条
例
案
に
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
１
月
　
日
鉦

21

ま
で
実
施
中
で
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
１
月
４
日
鞘
か
ら

２
月
４
日
鉦
ま
で
、
野
田
市
国
民
健

康
保
険
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画

の
第
２
期
計
画
案
に
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　
素
案
は
担
当
課
窓
口
、
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
、各
公
民
館
、各
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
所
定
の
用
紙
（
任
意
様
式
可
）
に

素
案
名
・
担
当
課
・
意
見
を
明
記
し
、

直
接
持
参（
平
日
）か
閲
覧
場
所
の
意

見
投
函
箱
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
提

出
か
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
便（
最
終
日
の

消
印
有
効
）で
送
付
く
だ
さ
い
。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
や
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、
個

人
情
報
を
除
き
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。

■市の条例に規定する基準案（１月２１日まで）

■市の条例案（１月２１日まで）

停留所（ステーション）No.
木間ケ瀬第二児童遊園１
上羽貫ふれあい広場２
次木ニュータウン３
浄禅寺（避難場所）４
桐ケ作児童遊園５
西山団地自治会館前６
新田戸自治会館７
上谷中自治会消防小屋８
大工町三軒家自治会館９
西町集会所１０
金龍院駐車場１１

提出先・問合せ素案名
環境保全課 
思７１２４・６２４２野田市小規模水道条例（案）

■市の計画案（１月４日～２月４日）
提出先・問合せ素案名
国保年金課 
思７１２３・１０８７

第２期野田市国民健康保険特定健康診査
等実施計画（素案）

■関宿北部・中部コース（月・木）

提出先・問合せ素案名
清掃第一課 
☎７１３８・１００１
思７１３８・２８９０

一般廃棄物処理施設に置かれる技術管理者
が有すべき資格の基準（案）

管 理 課 
思７１２３・１１０７

市道の構造の技術的基準（案）
市道に設ける案内標識及び警戒標識の寸法（案）
市道に係る移動等円滑化のために必要な道
路の構造に関する基準（案）
準用河川管理施設等の構造の技術的基準(案）

下 水 道 課 
思７１２３・１１０７排水施設の構造の技術基準（案）

建築指導課 
思７１２２・１５５８市営住宅入居収入基準（案）

みどりと水の
まちづくり課 
思７１２２・１５５８

都市公園の敷地面積及び公園施設として設けら
れる建築物の建築面積割合に関する基準（案）
都市公園に係る移動等円滑化のために必要
な特定公園施設の設置に関する基準（案）

高齢者福祉課 
思７１２３・１０９５

指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準（案）
指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準（案）

水道部業務課 
☎７１２４・５１４５ 
思７１２４・３３６２

水道の布設工事監督者の配置基準及び資格
基準並びに水道技術管理者の資格基準（案）

停留所（ステーション）No.
船形下自治会館１
船形上自治会館２
小山自治会館３
大山自治会館４
木間ケ瀬第一児童遊園５
木間ケ瀬中裏（リーベ団地）６
関宿グリーンテニスクラブ７
緑ケ丘ニュータウン（明日香近く）８
下尻坪第２公園（小林住宅団地内）９
木間ケ瀬第四児童遊園１０
川間公民館１１
日の出町自治会館１２

停留所（ステーション）No.
上三ケ尾自治会館８大殿井自治会館１
福田公民館９野田梅郷自治会館２
木野崎農業構造改善センター１０上灰毛第２公園（グリーン）３
高根自治会館１１４号公園（グリーン）４
目吹地先（旧国際ディスプレイ近く）１２１０号公園（グリーン）５
目吹四区自治会館１３１１号公園（グリーン）６
岡田病院（職員駐車場）１４西三ケ尾自治会館７

■川間・関宿南部コース（火・金）

■東部・福田コース（水・土）

か
ら
、
移
動
販
売
車
「
ま
ご
こ
ろ
便
」

の
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

 ３
コ
ー
ス
を
週
２
日
ず
　
　
つ 
巡
回

　
「
ま
ご
こ
ろ
便
」
は
、
国
道
　
号
16

の
東
側
を
中
心
に
、
個
人
商
店
へ
の

影
響
に
配
慮
し
た
３
つ
の
ル
ー
ト
を

週
に
２
日
ず
つ
巡
回
し
、
合
計
　
の
37

停
留
所（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）で
生
鮮
食

料
品
や
惣
菜
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

　「
関
宿
北
部
・
中
部
コ
ー
ス
」は
月

曜
と
木
曜
、「
川
間
・
関
宿
南
部
コ
ー

ス
」は
火
曜
と
金
曜
、「
東
部
・
福
田
コ

ー
ス
」は
水
曜
と
土
曜
に
巡
回
し
、コ
ー

ス
別
の
停
留
所
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

　
運
営
は
、
地
域
に
密
着
し
た
生
活

協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
が
独

立
採
算
制
で
行
い
、
市
が
移
動
販
売

車
両
の
購
入
と
運
営
費
の
一
部
を
助

成
し
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

 事
前
に
内
覧
会
を
開
催

　
な
お
、
１
月
　
日
鉦
か
ら
、
事
前

14

の
内
覧
会
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
に

行
い
ま
す
。

　
詳
し
い
日
程
と
場
所
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
商
工
課

　
市
で
は
、
日
常
生
活
圏
に
買
物
を

で
き
る
場
所
が
な
く
、
移
動
の
交
通

手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
世
帯
な
ど

に
、
生
鮮
食
料
品
や
惣
菜
な
ど
を
提

供
し
よ
う
と
、
昨
年
７
月
、
中
心
市

街
地
に
公
設
民
営
の
買
物
便
利
拠
点

「
の
だ
元
気
市
場
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
買
物
に
不
便
さ
を
感
じ

て
い
る
市
民
は
中
心
市
街
地
以
外
に

も
多
く
い
る
こ
と
か
ら
、
市
全
体
の

買
物
弱
者
対
策
と
し
て
１
月
　
日
鉦

28

買
物
弱
者
対
策



そのまま食べられるか、簡単な調理で
食べられるもの。アルファ米やレトル
トのごはん、保存のきくパン（缶詰も
市販されています）、缶詰やレトルト
のおかず、インスタントラーメン、切
りもち、チョコレート、氷砂糖、梅干
し、インスタント味噌汁、チーズ、調
味料など。定期的に期限を確認し、古
いものから食べて、いつも新鮮なもの
を補充しておく。

非
常
食

飲料水は、１人１日３リットルが目安。
ミネラルウォーターの保存期間はペッ
トボトルで２年、缶で３～５年程度
（冷暗所に置いた場合）。随時、保存
期間の確認を。さらに、生活用水の確
保も忘れずに。風呂の水は次に入るま
で抜かずふたをして、寝る前はいつも
ポットややかんに水を入れておく。

水

燃料は短期間なら卓上コンロや固形燃
料で十分。ガスボンベも多めに用意を。
その他、洗面具、生理用品、ビニール
袋、キッチン用ラップ、新聞紙、ビニ
ールシートなど。

生
活
用
品

京

　
災
害
は
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
準
備
が
必
要
で
す
。
新
年

を
迎
え
、
改
め
て
家
族
で
災
害
へ
の
備
え
を
再
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、市
で
は
現
在
、大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
や
同
報
系
防
災
無
線
の
整
備
、
災
害
時
協
力

井
戸
の
登
録
な
ど
、
防
災
対
策
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

■非常備蓄品の一覧（防災ハンドブックから） 備
え
る

すぐに見られる場所に保管を

家
族
で
話
し
合
い

　
災
害
が
発
生
す
る
と
、
電
話
が
不

通
と
な
っ
た
り
、
交
通
が
寸
断
さ
れ

た
り
し
て
、
連
絡
が
つ
か
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
間
を
自
宅

で
生
活
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
最

低
で
も
３
日
間
、
で
き
れ
ば
５
日
分

　
普
段
か
ら
、
家
族
で
互
い
の
連

絡
方
法
や
避
難
場
所
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
確
認
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

非
常
備
蓄
品

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
（
上
表
）。

非
常
持
出
品

　
避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出
す
最
小

限
の
必
需
品
を
背
負
い
や
す
い
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
に
ま
と
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
あ
ま
り
欲
張
り
す
ぎ
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
重
さ
は
、
男
性
で

　
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
女
性
で
　
キ
ロ
グ

15

10

ラ
ム
程
度
が
目
安
に
な
り
ま
す
（
詳

細
は
　
面
に
記
載
）。

11
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　
ま
た
市
で
は
、
地
震
や
火
災
を
は

じ
め
と
す
る
災
害
に
備
え
て
の
準
備

と
、
発
生
し
た
と
き
に
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
紹
介
す
る
「
野
田
市
防
災

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
配
布
し

災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害ににににににににににににににに備備備備備備備備備備備備備備備ええええええええええええええよよよよよよよよよよよよよよえよううううううううううううううう特集



供

ま
し
た
が
、
市
役
所
や
関
宿
支
所
、

各
出
張
所
、
各
公
民
館
で
も
入
手
で

き
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
ら

①
ま
ず
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る
　

家
具
が
倒
れ
た
り
、
落
下
物
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
机
の
下
な
ど
に
急
い

で
も
ぐ
り
込
み
、
身
の
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

②
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
　
す
ぐ
に

火
を
消
せ
る
場
合
は
、火
の
始
末
を
。

余
裕
が
な
け
れ
ば
、
揺
れ
の
合
間
を

呼
び
か
け
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
場
所
の
確
認
を
　
家
族
全
員

で
、
避
難
所
と
安
全
な
避
難
経
路
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
情
報
の
収
集
を
　
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
最
新

の
情
報
を
収
集
し
、
危
険
を
感
じ
た

ら
自
主
的
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

④
家
財
道
具
は
高
い
と
こ
ろ
に
移
動

を
　
床
上
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
地
域

で
は
、
家
財
道
具
を
高
い
と
こ
ろ
に

移
動
さ
せ
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

避
難
の
し
か
た

　
市
か
ら
避
難
勧
告
が
出
た
と
き
は

も
ち
ろ
ん
、近
所
で
火
災
が
発
生
し
延

焼
の
危
険
が
出
た
と
き
や
、
が
け
崩

れ
な
ど
の
危
険
地
帯
に
い
る
と
き
は
、

状
況
を
見
極
め
て
か
ら
避
難
し
ま
す
。

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
ず
き
ん
で
頭

を
保
護
し
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
軍

手
、
底
の
厚
い
履
き
慣
れ
た
靴
で
避

難
し
ま
す
。
非
常
持
出
品
を
入
れ
た

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
ほ
か
、
腕
時
計

や
携
帯
電
話
な
ど
の
携
行
品
も
。

②
家
族
や
地
域
で
ま
と
ま
っ
て
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
や
乳
幼
児
な

ど
を
安
全
に
避
難
さ
せ
る
た
め
、
互

い
に
協
力
し
合
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

③
避
難
は
徒
歩
が
原
則
で
す
。
車
を

使
う
と
逆
に
避
難
が
遅
れ
た
り
、
交

通
混
乱
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

非常時持出品は、避難するときに持ち出す最小限の必需品。あまり欲張りすぎないことが大切

避
難
す
る

見
て
火
の
始
末
を
し
ま
す
。

③
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る
　
建
物

の
ゆ
が
み
で
ド
ア
が
開
か
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ド
ア
を
開
け
て

逃
げ
口
を
確
保
し
て
お
き
ま
す
。

④
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
あ
わ
て
ず
に

　
瓦
や
ガ
ラ
ス
の
落
下
の
危
険
が
あ

る
の
で
、
む
や
み
に
外
に
飛
び
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
家
屋
の

倒
壊
や
火
災
の
危
険
が
あ
る
場
合
は
、

落
下
物
に
注
意
し
て
避
難
を
。

洪
水
の
場
合
は

①
避
難
情
報
の
呼
び
か
け
に
注
意
を

　
洪
水
の
危
険
が
迫
っ
た
と
き
は
、

市
が
避
難
情
報
を
出
し
ま
す
の
で
、

衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣衣類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類ははははははははははははははははははははははははははははは動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動きききききききききききききききききききききききききききききやややややややややややややややややややややややややややややすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいももももももももももももももももももももももももももももものののののののののののののののののののののののののののののををををををををををををををををををををををををををををを。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。衣類は動きやすいものを。季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季
節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節ににににににににににににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててててててててててははははははははははははははははははははははははははははは防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具具ののののののののののののののののののののののののののののの準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備節によっては防寒具の準備もももももももももももももももももももももももももももももも

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ががががががががががががががががががががががががががががが持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持てててててててててててててててててててててててててててててるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量ととととととととととととととととととととととととととととと重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重さささささささささささささささささささささささささささささににににににににににににににににににににににににににににに（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkggggggggggggggggggggggggggggg１人が持てる量と重さに（男性１５kg、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００００００００００００００kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkgggggggggggggggggggggggggggggががががががががががががががががががががががががががががが目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安）））））））））））））））））））））））））））））。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自ににににににににににににににににににににににににににににに一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ女性１０kgが目安）。各自に一つのののののののののののののののののののののののののののののの
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククククククククククリュックをををををををををををををををををををををををををををををを

浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水ののののののののののののののののののののののののののののの際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際ははははははははははははははははははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元浸水の際は、足元をををををををををををををををををををををををををををををを
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認ででででででででででででででででででででででででででででできききききききききききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒棒状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状ののののののののののののののののののののののののののののの確認できる棒状のもももももももももももももももももももももももももももももも
のののののののののののののののののののののののののののののををををををををををををををををををををををををををををを用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用のを用意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料ははははははははははははははははははははははははははははは３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分ををををををををををををををををををををををををををををを水、食料は３日分を用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意しししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててて、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置やややややややややややややややややややややややややややややガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ意して、物置やガレーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジにににににににににににににににににににににににににににににももももももももももももももももももももももももももももも備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄しししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててておおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおジにも備蓄しておくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手ぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルはははははははははははははははははははははははははははははティッシュ、手ぬぐい、タオルは、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけがががががががががががががががががががががががががががががののののののののののののののののののののののののののののの治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療にににににににににににににににににににににににににににににももももももももももももももももももももももももももももも役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちまままままままままままままままままままままままままままままけがの治療にも役立ちますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐懐中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯やややややややややややややややややややややややややややややラララララララララララララララララララララララララララララジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ懐中電灯やラジオはははははははははははははははははははははははははははははは
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備ののののののののののののののののののののののののののののの乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池ももももももももももももももももももももももももももももも必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必予備の乾電池も必要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルール袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ、ごみ袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋
ももももももももももももももももももももももももももももももああああああああああああああああああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるととととととととととととととととととととととととととととととよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

避難場所は防災ハン
ドブックや洪水ハザ
ードマップで確認を



　
万
一
の
災
害
時
に
は
、
個
人
や
家

庭
で
の
対
応
に
加
え
て
、
自
治
会
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
の
方
々
の
協
力

て
い
ま
す
。

要
援
護
者
支
援

　
災
害
で
被
害
を
受
け
や
す
い
の
は

避
難
時
に
手
助
け
が
必
要
な
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど（
要
援
護
者
）で
す
。

　
市
で
は
、要
援
護
者
を
守
る
た
め
、

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
で
要
援
護

者
の
希
望
を
確
認
し
た
上
で
、
自
宅

か
ら
避
難
場
所
ま
で
の
地
図
や
必
要

な
支
援
の
内
容
な
ど
を
記
入
し
た
個

別
避
難
支
援
計
画
の
作
成
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

災
害
時
協
力
井
戸

　
災
害
な
ど
に
よ
る
断
水
の
際
に
、

市
の
応
急
給
水
を
補
う
た
め
、
井
戸

を
所
有
す
る
方
の
協
力
で
、
井
戸
水

を
地
域
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
井
戸
の
登
録
制
度
で
す
。

　
市
と
登
録
の
協
定
を
結
ん
だ
井
戸

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
一
覧
表
を

掲
載
す
る
と
と
も
に
、
地
図
上
に
所

在
地
を
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
最
寄
り
の
井
戸
の
場
所
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

侠

が
重
要
で
す
。

自
主
防
災
組
織

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、

消
防
な
ど
の
関
係
機
関
だ
け
で
は
対

処
困
難
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
地
域
の
安
全
を
守
る

自
主
防
災
組
織
を
自
治
会
や
地
域
ご

と
に
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
、
資

材
や
機
材
の
購
入
費
や
防
災
訓
練
の

活
動
経
費
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し

地
域
で
協
力

災害時要援護者支援計画のしくみ

自主防災組織の皆さんも参加した避難誘導訓練



僑

　
市
で
は
、
緊
急
時
に
市
民
の
皆
さ

ん
に
一
斉
に
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

「
同
報
系
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
」

の
整
備
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
市
役
所
親
局
の
整
備
が
終

noda-reg@mlreg.tricorn.net

②情報を選択し、登録完了

　上記アドレス宛てに空メールを送信すると、折り返
し、「登録案内メール」が届きます。
　なお、バーコードリーダー機能のある携帯電話で、
右のQRコードを読み込むと、アドレスを入力する手
間が省けます。

①空メールを送信する

　「登録案内メール」に記載されたアドレスをクリックすると、登録
画面のホームページが開きます。

【登 録 用】
QRコード

※空メールとは、件名や本文に何も入力せず送信することです

了
し
、
子
局
も
、
関
宿
地
域
で
は

既
存
の
拡
声
器
の
取
り
替
え
が
、

野
田
地
域
で
は
公
共
施
設
へ
の
設

置
が
概
ね
終
了
し
、
現
在
は
、
自

治
会
館
な
ど
へ
の
子
局
の
設
置
を

防
災
行
　

　
政 
無
線
の
試
験
放
送
を
開
始

１
月
中
旬
か
ら

市内２１２か所に子局を設置

※詳細は、野田市ホームページ（携帯版を含む）をご覧ください
※空メールを送信する方法以外に、野田市ホームページ（携帯版
を含む）から、登録手続きを行う方法もあります

緊急情報を受信しましたら
近所の皆さんにお知らせください

　
災
害
時
に
は
、
被
害
状
況
の
報
告

や
避
難
の
指
示
な
ど
、
正
し
い
情
報

を
い
ち
早
く
入
手
す
る
こ
と
が
大
切

と
な
り
ま
す
。

ま
め
メ
ー
ル

　
防
災
情
報
や
防
犯
、
子
ど
も
安
全

な
ど
に
関
す
る
情
報
を
、
野
田
市
安

全
安
心
メ
ー
ル
「
ま
め
メ
ー
ル
」
と

し
て
配
信
し
て
い
ま
す
。
登
録
は
、

下
の
手
順
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
・
変
更
・
削
除
の
手

続
き
は
無
料
で
す
が
、
通
信
会
社
と

の
契
約
内
容
に
よ
り
メ
ー
ル
の
通
信

料
金
が
利
用
者
に
か
か
り
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル

　
ま
た
、
災
害
時
の
情
報
配
信
の
新

た
な
手
段
と
し
て
、
各
携
帯
電
話
会

社
が
行
っ
て
い
る
緊
急
速
報
の
メ
ー

ル
の
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
緊
急
速
報
の
メ
ー
ル
は
、
市
内
に

い
る
方
の
携
帯
電
話
に
、生
命
に
関
わ

る
緊
急
の
防
災
情
報（
断
水
、停
電
な

ど
）や
、避
難
に
関
す
る
情
報
な
ど
を

市
か
ら
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
事
前
登
録
は
不
要
で
、
受
信
に
通

信
料
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　
受
信
は
、
専
用
の
警
報
音
や

バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に

画
面
上
に
表
示
さ
れ
ま
す
が
、

市
外
に
い
る
と
き
や
、
携
帯
電

話
圏
外
、
通
話
中
、
通
信
中
は

受
信
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
使
用
で
き
る
携
帯
電

話
の
機
種
、
受
信
設
定
な
ど
の

詳
細
は
、
各
携
帯
電
話
会
社
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

　
さ
ら
に
、
災
害
時
の
緊
急
情

報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
１
月
中
旬
か
ら
、

各
子
局
ご
と
に
音
出
し
試
験
を

行
い
、
そ
の
後
、
整
備
状
況
に

よ
り
子
局
一
斉
に
試
験
放
送
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

情
報
入
手

て
随
時
発
信
す
る
災
害
情
報

専
用
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
閲
覧
に
は
、
携

帯
電
話
の
通
信
料
や
、
パ
ソ
コ
ン

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
費
用
の

負
担
が
生
じ
ま
す
。

　
発
信
す
る
情
報
は
、
生
命
に
関

わ
る
緊
急
の
防
災
情
報
（
断
水
、

停
電
な
ど
）
や
、
避
難
に
関
す
る

情
報
な
ど
で
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
　１７１

　
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
被
災

地
の
方
の
安
否
確
認
な
ど
を
目
的

と
し
た
声
の
伝
言
板
で
、
公
衆
電

話
や
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
も
利
用

で
き
ま
す
。

　「
１
７
１
」番
に
電
話
し
、
音
声
ガ

イ
ド
に
従
っ
て
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
防
災
計
画
見
直
し

　
市
で
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

を
踏
ま
え
、
防
災
会
議
を
開
催
し

「
野
田
市
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
震
災
で
は
、
女
性
な
ど
へ
の
避

難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
や

配
慮
が
課
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

会
議
に
は
、
関
係
団
体
や
公
募
に
よ

る
女
性
委
員
７
人
を
新
た
に
加
え
、

女
性
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
視
点

も
計
画
に
反
映
さ
せ
、
今
年
度
中
に

新
た
な
防
災
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
地
震
編
で
は
、
想

定
さ
れ
る
地
震
や
被
害
の
規
模
、
初

動
体
制
、
震
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
、
風
水
害
編
で
は
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
の
指
定
に
よ
る
修
正
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
事
故
編
で
は
、
原

子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射
能
対

応
の
追
加
や
水
質
事
故
災
害
対
策
と

し
て
、
断
水
時
の
対
応
計
画
の
策
定

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　「防犯情報」「子ども安全情報」「防災情
報」「光化学スモッグ情報」「火災情報」「消
費生活情報」の中から欲しい情報を選択し、
確認ボタンを押すと登録は完了です。

特集　災害に備えよう

「まめメール」の登録方法



火
災
ゼ
ロ
を
願
っ
て
消
防
出
初
式

　
市
内
の
消
防
車
両
が
一
堂
に
会

し
て
、
消
防
出
初
式
を
文
化
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
な
ど
で
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
７
時
に
サ
イ
レ
ン
と
半

鐘
が
鳴
り
ま
す
の
で
、
火
災
と
間

違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
と
会
場
】
１
月
　
日
醤
９

13

時
　
分
～
　
時
　
分
、第
１
部（
式

30

11

50

※
第
１
部
実
施
中
は
、
は
し
ご
車
、
ミ

ニ
消
防
車
、
防
火
衣
な
ど
の
展
示
や
試

乗
、
写
真
撮
影
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
警
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
３

－

兇

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

典
）
は
文
化
会
館
、
第
２
部
（
消
防

音
楽
隊
の
演
奏
や
は
し
ご
乗
り
、
南

部
中
学
校
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
、
消

防
車
両
の
一
斉
放
水
な
ど
）
は
文
化

セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
杯
第
　
期
女
流

39

名
人
位
戦
五
番
勝
負
第
２
局
」を
、１

月
　
日
日
　
時
か
ら
　
時（
予
定
）ま

20

13

17

で
、い
ち
い
の
ホ
ー
ル
５
階「
関
根
名

人
記
念
館
」対
局
室
で
開
催
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
日
行
う
大
盤
解
説
会

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

の
入
場
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
大
盤
解
説
会
は
、
４
階
の
関
宿
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
ホ
ー
ル
で
行
い
ま

す
が
、　
時
か
ら
は
対
局
も
観
戦（
５

13

分
程
度
）
で
き
ま
す
。

【
申
込
方
法
】１
月
　
日
木
必
着
で
、

10

往
復
は
が
き（
１
枚
で
１
人
入
場
可
）

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
返

信
用
の
宛
先
を
明
記
し
、
〒
　
 
８

278

５
５
０
野
田
市
役
所
商
工
課
「
大
盤

解
説
会
」係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

し
、
入
場
の
可
否
は
返
信
用
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
商
工
課

－

消防団による一斉放水

間近で対局観戦も（写真は昨年）

い
ち
い
の

ホ
ー
ル
で

 

女
流
名
人
位
戦
の
大
盤
解
説
会

市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
女
　

　
性 
委
員
を
公
募

　
市
で
は
、
野
田
市
史
編
さ
ん
委
員

会
の
女
性
委
員
１
名
を
公
募
し
ま
す
。

　
募
集
案
内
は
、
市
役
所
２
階
市
史

編
さ
ん
担
当
と
関
宿
支
所
、南
・
北
・
中

央
の
各
出
張
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
１
月
４
日
鞘
～
２
月

４
日
鉦

【
応
募
資
格
】
①
平
成
　
年
２
月
４

25

日
現
在
、
満
　
歳
以
上
で
選
挙
権
を

20

有
し
、
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て

い
る
女
性
、②
公
募
に
よ
り
市
の
ほ
か

の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
就
い
て
い

な
い
、③
市
の
議
員
・
常
勤
職
員
で
な

い
、④
平
日
の
会
議
に
参
加
で
き
る
方

【
応
募
方
法
】申
込
書
に「
野
田
市
の

歴
史
と
し
て
伝
え
た
い
こ
と
」を
テ
ー

マ
と
し
た
小
論
文（
　
字
程
度
・
任
意

800

の
書
式
も
可
）を
添
え
て
、〒
　
 
８

278

５
５
０
野
田
市
役
所
市
史
編
さ
ん
担

当
に
郵
送（
最
終
日
の
消
印
有
効
）か
直

接
持
参（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の「
ち
ば
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
の
応
募
も
可
）

※
申
込
書
な
ど
の
受
付
後
、面
接
を
行
い
、選

考
結
果
は
応
募
さ
れ
た
全
員
に
通
知
し
ま
す

【
問
合
せ
】
市
史
編
さ
ん
担
当

－

１月１７日

 　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

    市
民
活
動
の
相
談
業
務
を
開
始

　
市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
）
機
能
強
化
検
討
委
員
会

で
の
検
討
結
果
を
受
け
て
、
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
広
く
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
市
民
団
体
を
支
援
す
る
た
め
の

施
設
と
し
、
１
月
　
日
木
か
ら
業
務

17

を
開
始
し
ま
す
。

　
現
在
の
「
第
３
会
議
室
」
を
新
し

い
「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
し
、

週
４
日（
□祝 
を
除
く
鉦
・
鍾
・
障
・
鞘
）、

８
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
コ
ー

30

12

30

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
在
室
し
て
、
市
民

活
動
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
な

ど
に
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、
室
内
に
は
市
民
団
体
の
皆

さ
ん
が
利
用
で
き
る
少
人
数
の
打
ち

合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
や
パ
ソ
コ
ン
も
設

置
し
ま
す
。

　
開
設
日
時
は
、
年
末
年
始
を
除
く

毎
日
８
時
　
分
か
ら
　
時
ま
で
で
す

30

21

が
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
　
時
以

17

降
の
使
用
に
限
り
、
前
日
ま
で
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
総
合
福
祉
会

館
内
の
貸
会
議
室
が
１
室
減
と
な
る

た
め
、
登
録
団
体
向
け
の
貸
会
議
室

と
し
て
、
市
役
所
８
階
の
レ
ス
ト
ラ

ン
（
営
業
時
間
外
の
み
）
を
会
議
室

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

1
月
７
日
に
登
録
説
明
会
　

　
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
は
登
録
が
必

要
で
す
。
そ
こ
で
１
月
７
日
鉦
　
時
13

　
分
か
ら
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
、

30総
合
福
祉
会
館
利
用
団
体
な
ど
を
中

心
に
登
録
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
説
明
会
終
了
後
に
、
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
受
付
と
レ

ス
ト
ラ
ン
会
議
室
の
利
用
予
約
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
野
田
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
９
７
 
１
５
４
３
（
１
月
　
日
以

17

降
）、
市
民
生
活
課

－

■サポートセンター案内図

野
田
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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競

　
保
育
所
と
学
童
保
育
所
の
平
成
　25

年
４
月
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
申
込
用
紙
は
配
布
中
で
、

受
付
は
１
月
７
日
月
か
ら
２
月
　
日
12

火
ま
で
の
８
時
　
分
か
ら
　
時
　
分

30

17

15

ま
で
（
上
・
醤
・
□祝 
を
除
く
）、
保
育

課
、
児
童
家
庭
課
、
関
宿
支
所
、
各

出
張
所
で
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
可
保
育
所
で
は
、
保
育

所
用
申
請
書
の
配
布
・
受
付
と
学
童

保
育
所
用
申
請
書
の
配
布
を
、
学
童

保
育
所
で
は
学
童
保
育
所
用
申
請
書

の
配
布
を
行
い
ま
す
。
結
果
は
３
月

上
旬
に
通
知
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
保
育
課
、
学
童
保
育
所

は
児
童
家
庭
課

養
育
費
を
考
え
る
講
演
と
相
談
会

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
や

父
、
ま
た
、
今
後
離
婚
を
考
え
て
い

る
市
民
の
方
を
対
象
に
、
２
月
　
日
24

醤
　
時
か
ら
　
時
　
分
ま
で
総
合
福

13

16

30

祉
会
館
で
「
養
育
費
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
、
講
演
会
と
弁
護
士
に
よ
る

個
別
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

◎
講
演
会（
　
時
か
ら
）　
須
賀
昭
徳

１３

氏
（
山
梨
学
院
大
学
教
授
）
に
よ
る

「
離
婚
と
民
法
改
正
に
つ
い
て
」と
、

山
下
富
佐
子
氏
（
弁
護
士
）
に
よ
る

「
養
育
費
と
面
会
交
流
、こ
ど
も
の
し

あ
わ
せ
の
た
め
に
」
と
題
し
た
講
演

◎
個
別
無
料
法
律
相
談（
　
時
か
ら
・

１５

申
込
制
）　
定
員
６
人（
抽
選
）。た
だ

し
、
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
方
は

不
可

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
２
歳
～
就
学
前
・
事

前
申
込
制
）あ
り

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
法
律
相
談
の

申
込
み
は
２
月
　
日
鞘
ま
で
に
電
話

15

か
直
接
児
童
家
庭
課
へ

　
水
道
管
が
日
陰
に
あ
る
場
合
や

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
場
合
、

気
温
の
低
下
で
凍
結
・
破
裂
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、
保
温
材
を

蛇
口
の
手
前
ま
で
巻
き
、
さ
ら
に

濡
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
凍
結
で
水
が
出
な
い
と

き
に
は
、
自
然
に
解
凍
す
る
の
を

待
つ
か
、
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ

た
上
か
ら「
ぬ
る
ま
湯
」を
ゆ
っ
く

り
か
け
て
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
、
水
道
管
が
破
裂
し
た

場
合
は
、
水
道
部
☎
７
１
２
４
 

５
１
４
６
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 －

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に
注
意

 　
保
育
所
と
学
童
保
育
所

保
育
所
と
学
童
保
育
所
でで

来
春
の
入
所
児
童
募

　
　
  来
春
の
入
所
児
童
募
集集

「
心
の
ケ
ア
」講
演
会
で
豊
か
な
子
育
て
を

　
市
で
は
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安

を
軽
減
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
２
月

３
日
醤
　
時
　
分
か
ら
、
市
役
所
８

13

30

階
大
会
議
室
で
「
心
の
ケ
ア
」
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
講
師
】
川
口
学
氏
（
国
府
台
母
子

ホ
ー
ム
施
設
長
）

【
演
題
】「
母
子
生
活
支
援
施
設
に
お

け
る
『
心
の
ケ
ア
』
に
つ
い
て
」

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
２
歳
～
就
学
前
・
事

前
申
込
制
）、手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

■認可保育所一覧
公　立私　立

保
育
所
名

木
間
ケ
瀬
 ※

２

東
部

中
根

福
田

北
部
　
 　

※
１

乳
児

あ
た
ご
 　

※
３

花
輪
　
 　

※
３

尾
崎
　
 　

※
３

古
布
内
 　

※
３

清
水
　
 　

※
３

南
部
　
 　

※
３

聖
華

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク

ー
ル
の
だ

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク

ー
ル
せ
き
や
ど

ア
ス
ク
七
光
台

ア
ス
ク
川
間

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー

ル
さ
く
ら
の
さ
と

梅
郷

所
在
地

木
間
ケ
瀬
３
１
５
２
 ―
 １

鶴
奉
　２２８

中
根
　
 ―
 １

３０

木
野
崎
１
６
４
８
 ―
 ６

谷
津
　
 ―
 ２

６８２

中
野
台
　１７

野
田
　
 ―
 　

７６６

５８

上
花
輪
新
町
　１４

尾
崎
１
７
１
４

古
布
内
１
５
２
６
 ―
 １

清
水
　８８１

山
崎
１
２
１
４

上
三
ケ
尾
　
 ―
 １

４５４

中
野
台
　
 ―
 ２

５６４

次
木
　
 ―
 １

２７９

谷
津
　３６７

尾
崎
　
 ―
 １

８５３

桜
の
里
 

１
 ―
 １
 ―
 ５

山
崎
１
９
５
２

電
話
番
号

７
１
９
８
・
３
８
２
５

７
１
２
２
・
７
１
５
８

７
１
２
２
・
５
７
４
１

７
１
３
８
・
０
５
７
７

７
１
２
５
・
４
６
９
７

７
１
２
４
・
２
２
２
４

７
１
２
２
・
２
６
７
３

７
１
２
２
・
１
７
７
０

７
１
２
９
・
２
０
０
９

７
１
９
６
・
１
８
８
０

７
１
２
２
・
５
０
５
０

７
１
２
４
・
２
２
２
１

７
１
３
８
・
２
７
７
５

７
１
２
１
・
０
１
１
５

７
１
３
６
・
２
２
１
１

７
１
２
６
・
５
２
２
１

７
１
２
７
・
１
５
１
５

７
１
９
２
・
７
６
７
１

７
１
２
６
・
５
７
１
２

保
育
年
齢

生
後

６
か
月
～

生
後
　
日
目
～
２
歳

５７

１
歳
～（
４
月
１
日
現
在
）

生
後

６
か
月
～

生
後
　
日
目
～

５７

開
所
時
間

７
時

～
　
時
１９

７
時

～
　
時
２０

７
時
～
　
時
２２

７
時
～
　
時
２１

（
土
は
　
時
）

１８

７
時
～
　
時
２０

（
土
は
　
時
）

１８

７
時
～
　
時
２０

７
時
～
　
時
２０

（
土
は
　
時
）

１８

７
時
～
　
時
２０

※１は２５年度から指定管理者制度を導入／※２は２６年度から指定管理者
制度を導入／※３は指定管理者（民間会社）が運営する公立保育所

小
学
校
区

岩
木

尾
崎

川
間

木
間
ケ
瀬

清
水
台

関
宿

関
宿
中
央

中
央

東
部

七
光
台

南
部

福
田
第
一

福
田
第
二

二
川

二
ツ
塚

北
部

み
ず
き

宮
崎

柳
沢

山
崎

学
童
保
育
所
名

岩
木

岩
木
第
二
 ※

尾
崎

尾
崎
第
二
 ※

川
間

木
間
ケ
瀬

清
水

清
水
第
二
 ※

関
宿
　
　
 ※

関
宿
中
央

関
宿
中
央
第
二
※

野
田

野
田
第
二
 ※

東
部

七
光
台

七
光
台
第
二
※

南
部
　
　
 ※

南
部
第
二
 ※

南
部
第
三
 ※

福
田

三
ケ
尾
　
 ※

二
川
　
　
 ※

二
ツ
塚

北
部
　
　
 ※

み
ず
き
　
 ※

み
ず
き
第
二
※

宮
崎

宮
崎
第
二
 ※

柳
沢

柳
沢
第
二
 ※

山
崎

山
崎
第
二
 ※

電
話
番
号

７
１
２
９
・
７
５
０
３

７
１
２
７
・
２
１
７
３

７
１
２
７
・
１
７
６
１

７
１
２
９
・
８
６
７
６

７
１
２
９
・
５
６
８
７

７
１
９
８
・
７
２
７
１

７
１
２
５
・
１
６
７
２

７
１
２
３
・
４
７
８
０

７
１
９
６
・
５
５
３
５

７
１
９
８
・
８
２
７
０

７
１
２
０
・
４
１
８
０

７
１
２
２
・
６
３
７
７

７
１
２
３
・
２
７
５
２

７
１
２
２
・
２
４
１
６

７
１
２
７
・
４
８
０
８

７
１
２
８
・
１
３
３
０

７
１
２
３
・
３
１
４
４

７
１
２
６
・
５
７
１
４

７
１
２
６
・
５
７
１
６

７
１
３
８
・
２
３
７
２

７
１
３
８
・
１
２
１
３

７
１
９
６
・
３
７
７
９

７
１
２
３
・
１
７
１
７

７
１
２
５
・
５
３
３
４

７
１
２
５
・
４
４
５
１

７
１
２
３
・
６
２
６
１

７
１
２
４
・
９
１
０
５

７
１
２
１
・
１
５
８
０

７
１
２
２
・
１
３
６
１

７
１
２
５
・
８
６
７
１

７
１
２
１
・
４
０
３
０

７
１
２
５
・
２
５
６
３
※は社会福祉協議会などに運営を委託。学童保育所が複数ある小学校区ではいずれかの学童保育所を選択できます

■学童保育所一覧

 「
宮
崎
新
田
」の
一
　

　
部 
飛
地
を「
中
根
新
田
」に
変
更

　
中
根
第
９
自
治
会
内
の
「
宮
崎
新

田
」
の
飛
地
が
、
本
日
１
月
１
日
鍾

か
ら
「
中
根
新
田
」
に
変
わ
り
、
飛

地
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

　
同
時
に
、
変
更
区
域
内
に
住
ん
で

い
る
方
の
住
所
も
「
宮
崎
」
か
ら「
中

根
」
と
な
り
、
地
番
も
変
更
に
な
り

ま
す
。

　
今
回
の
大
字
変
更
は
、
飛
地
の
解

消
策
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
課

１月７日か　
　ら 

■字区域変更図



襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　
時
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ

19ー
で
。市
内
小
中
学
生
の
書
道
、作

文
の
優
秀
作
品
の
展
示
。問
収
税
課

◆
東
葛
飾
地
方
小
学
校
家
庭
科
、

中
学
校
技
術
・
家
庭
科
作
品
展
　

１
月
　
日
鞘
～
　
日
醤
９
時
～
　

18

20

18

時
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ（
柏

市
）
で
。
授
業
な
ど
で
製
作
し
た

作
品
の
う
ち
小
学
校
各
３
点
、
中

学
校
各
４
点
を
展
示
。
問
指
導
課

◆
読
書
会
・
重
松
清
著「
ビ
タ
ミ
ン

F
」　
１
月
　
日
醤
　
時
　
分
～

20

13

30

　
時
　
分
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

15

30

で
。「
ビ
タ
ミ
ン
F
」を
声
を
出
し
て

読
み
合
い
、感
想
を
発
表
す
る
。　20

歳
以
上
。先
着
　
人
。申
込
み
は
１

10

月
　
日
上
ま
で
に
電
話
か
直
接
南

19
図
書
館
☎
７
１
２
５
 
７
９
８
１
へ

◆
凧
あ
げ
大
会
　
１
月
　
日
土
　

26

10

時
か
ら
は
関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場

（
雨
天
中
止
）、　
時
　
分
～
　
時

12

30

15

は
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
木
野

崎
・
雨
天
時
は
　
日
日
）で
。
自
作

27

の
凧
を
持
参
で
き
る
子
と
親
。
申

込
み
は
前
日
ま
で
に
各
子
ど
も
館

へ
。
問
関
宿
子
ど
も
館
☎
７
１
９

８
 
３
４
５
６

◆
子
ど
も
館
児
童
劇
鑑
賞
会
　
２

月
２
日
上
　
時
～
正
午
、　
時
～

11

14

　
時
中
央
公
民
館
で
。劇
団
風
の
子

15に
よ
る
児
童
劇
「
風
の
子
バ
ザ
ー

ル
」。幼
児
は
保
護
者
同
伴
。希
望

―

―

　
日
水
～
　
日
水
８
時
　
分
～
　

16

23

30

17

時
　
分
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
で
。い
ず

15
れ
も
初
日
は
　
時
か
ら
、最
終
日
は

13

　
時
ま
で
。
入
賞
９
点
を
含
む
応

13募
作
品
　
点
。問
商
工
課
内
野
田

57

市
観
光
協
会
事
務
局

◆
１
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、保
育

体
験
や
育
児
相
談
も
。　
時
～
　

10

11

時
。当
日
会
場
受
付
。問
各
保
育
所

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
各
種
イ

ベ
ン
ト
　
①
関
宿
城
百
景
写
真
展
…

１
月
８
日
火
～
２
月
　
日
月
９
時

11

～
　
時
　
分（
入
館
は
　
時
ま
で
）。

16

30

16

入
場
料
　
円
。②
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー

200

…
２
月
　
日
日
　
時
　
分
～
　
時

17

13

30

15

　
分
。同
館
展
示
協
力
員
に
よ
る

30「
関
宿
の
歴
史
～
江
戸
時
代
の
関

宿
」。先
着
　
人
。費
用
　
円
。②
の

30

200

申
込
み
は
１
月
　
日
木
９
時
か
ら

17

同
館
☎
７
１
９
６
 
１
４
０
０
へ

◆
税
に
関
す
る
書
道
・
作
文
展
　
１

月
　
日
木
～
　
日
鍾
８
時
　
分
～

17

22

30

―

の
た
め
に
、
私
が
専
門
家
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
」。②
芸
道

文
化
講
座
…
１
月
　
日
醤
　
時
　

20

13

30

分
～
　
時
　
分
。鎌
形
慎
太
郎
氏

15

30

（
司
書
補
）に
よ
る「
手
に
と
り
知
る

博
物
館
の
古
文
書
」と
野
田
古
文
書

仲
間
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
指

導
。先
着
　
人
。一
般
　
円
。高
校

20

500

生
以
上
の
学
生
　
円
。申
込
み
は
１

250

月
５
日
土
か
ら
 
野
田
文
化
広
場

☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
中
級
パ
ソ
コ
ン
講
座「
ワ
ー
ド
で

図
形
」　
１
月
　
日
火
、２
月
１
日

29

金
、５
日
火
　
時
～
正
午
野
田
公

10

民
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。全
３

回
。　
歳
以
上
。マ
ウ
ス
操
作
と
文

20
字
入
力
が
で
き
る
方
。　
人
（
抽

23

選
）。資
料
代
　
円
。
申
込
み
は
1

500

月
　
日
金
必
着
で
往
復
は
が
き（
住

11
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）か
直

接
返
信
用
は
が
き
持
参
で
〒
　
 
278

０
０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田
公

168

民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
野
田
の
観
光
写
真
展
　
１
月
８

日
火
～
　
日
火
８
時
　
分
～
　
時

15

30

20

市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

―

―

―

―

講
座
・
教
室

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
教
室

な
ど
　
①
卓
球
初
心
者
教
室
…
１

月
　
日
～
２
月
　
日
（
２
月
８
日

18

15

除
く
）
の
金
　
時
～
　
時
。　
人

14

16

30

（
抽
選
）。　
歳
以
上
。参
加
費
千
　

20

500

円
。
②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア

教
室
…
１
月
　
日
～
２
月
８
日
の

18

金
　
時
～
　
時
。
小
学
生
。　
人

19

21

15

（
抽
選
）。参
加
費
２
千
円
。③
ミ
ニ

テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
…
１
月
　
日
～

19

２
月
９
日
の
土
　
時
～
　
時
。　

14

16

30

人（
抽
選
）。
高
校
生
以
上
。
参
加

費
千
円
。
い
ず
れ
も
全
４
回
。
①

は
卓
球
ラ
ケ
ッ
ト
、
②
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
持
参
。
申
込
み

は
い
ず
れ
も
１
月
　
日
月
必
着
で

14

電
話
か
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏

名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明

記
・
１
家
族
１
通
）
で
〒
　
 
０

270

２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体

401

育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
市
民
会
館
で
寺
子
屋
講
座
　
①

ま
ち
の
仕
事
人
講
話
…
１
月
　
日
20

醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分
。
佐
々

13

30

15

30

木
 文
平
 氏
（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

ぶ
ん
ぺ
い

会
社
代
表
）に
よ
る「
地
域
活
性
化

―

―

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
１
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

１
月
４
日
金
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
９
・
　
・
　
・

11
16

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

25
30

24

６０

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

16

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

11
25

16

１８

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
９
日
。□市 
＝
　
日
。

15

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

15

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。 

18
28

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。

17

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。火
～
鞘

９
時
～
　
時（
月
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
。個
別
相
談（
要
予
約
）、就
労
の
た
め
の「
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

19

17

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談（
要
予
約
）、

求
人
案
内
。　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時
。

35

22

10

16

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
課
・
商
工
課
）

◆
自
立
す
る
た
め
の
生
活
・
就
労
支
援
に
関
す
る
相
談
　
□市 
２
階

＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
。☎
７
１
２
８
 
４
０
３
８

17

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

―

―

―

―

共

保
育
所
名

清

水

中

根

福

田

木
間
ケ
瀬

あ
た
ご

古
布
内

東

部

花

輪

尾

崎

南

部
開
放
日

８
日
火

８
日
火

８
日
火

９
日
水

９
日
水

９
日
水

　
日
木

10　
日
木

24　
日
火

15　
日
水

16　
日
水

30　
日
木

17

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
1



頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

                     --------

　
１
月
　
日
障
ま
で
の
納
期
の
市

31

税
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
市
県
民
税（
普
通
徴
収
４
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税（
７
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
７
期
）

④
介
護
保
険
料（
７
期
）

【
問
合
せ
】①
は
収
税
課
、②
③
は
国

保
年
金
課
、④
は
高
齢
者
福
祉
課

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
総
合
相
談
。
□市 

１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
　

13

30

16

10

日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、発
達
教
育（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活

17

21

（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

22

24

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
８
日
）、知
的
障
が
い
者（
９
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

15

13

　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
が
い
者（
８
日
）、身
体
障
が
い
者（
９

30

15

30

日
）、精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

15

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
３
障
　15

時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
３
鍾
　15

時
～
　
時（
希
望
で
第
２
鍾
　
時
　
分
～
　
時
　
分
に
集
団
療

17

13

30

15

30

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。問
社
会
福
祉

13

16

協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
遺
言
や
相
続
、後
見
な
ど
。　
日
鞘
　
時

18

13

～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
事
前
に
問
合
せ
先

16
に
電
話
予
約
。問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１

２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。
８
日
鍾

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
張
替
☎
７
１
３
８
 
１
４
０
４

―

―

―

―

―

―

―

―

―

務
場
所
は
中
根
・
東
部
・
福
田
・
木

間
ケ
瀬
・
乳
児
保
育
所
。試
験
日
は

１
月
　
日
醤
。
１
月
４
日
鞘
か
ら

27

配
布
す
る
募
集
要
項
で
勤
務
日
時

な
ど
を
確
認
の
上
、
申
込
み
は
7

日
鉦
～
　
日
鉦
に
保
育
課
へ

21

◆
文
化
会
館
が
休
館
  １
月
　
日
15

火
～
７
月
　
日
鉦
ま
で（
窓
口
は
通

15

常
通
り
）。客
席
の
改
修
、車
椅
子
専

用
席
や
聴
覚
障
が
い
者
用
磁
気
ル

ー
プ
設
置
工
事
の
た
め
。問
文
化
セ

ン
タ
ー
☎
７
１
２
４
 
１
５
５
５

会
議
な
　

　
ど 
の
公
開

◆
都
市
計
画
公
聴
会
の
中
止
　
１

月
　
日
醤
の
都
市
計
画
特
別
用
途

13
地
区
（
清
水
公
園
緑
地
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
地
区
）
決
定
の
公
聴
会

は
、
素
案
縦
覧
期
間
中
に
公
述
の

申
し
出
が
無
か
っ
た
た
め
中
止
。

問
都
市
計
画
課

―

童
厚
生
員
＝
鐘
～
醤
８
時
　
分
～
　

45

17

時
　
分
の
間
の
７
時
間
　
分
。②
主

30

30

任
学
童
指
導
員
＝
鉦
～
鞘
は
　
時
～

13

　
時
　
分
、
上
は
８
時
～
　
時
　
分

18

30

18

30

の
間
の
８
時
間
。③
学
童
指
導
員
＝

鉦
～
鞘
は
　
時
～
　
時
　
分
、上
は

13

18

30

８
時
～
　
時
　
分
の
間
の
８
時
間
。

18

30

④
学
童
指
導
員
代
替
＝
鉦
～
上
８

時
～
　
時
　
分
の
間
の
指
定
さ
れ

18

30

た
時
間
。い
ず
れ
も
任
用
期
間
は
原

則
４
月
１
日
～
　
年
３
月
　
日
。

26

31

申
込
み
は
①
②
は
２
月
８
日
金
ま

で
、③
は
２
月
１
日
鞘
ま
で
、④
は

随
時
。試
験
日
や
勤
務
地
、必
要
資

格
な
ど
の
詳
細
は
児
童
家
庭
課
へ

◆
保
育
所
の
一
般
職
非
常
勤
職
員

　
①
臨
時
保
育
士
＝
要
保
育
士
資

格
②
昼
時
間
帯
勤
務
保
育
士
＝
保

育
士
資
格
者
優
先
③
朝
時
間
帯
保

育
指
導
員
④
長
時
間
保
育
指
導
員

⑤
看
護
師
＝
要
看
護
師
資
格
。
勤

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

　
大
き
な
い
び
き
を
か
く
と
い
う
人
は
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
意
外
に
多
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
い
び
き
が
夜
中
に
急
に
止
ま
る
方
や
起
床

時
に
頭
が
痛
く
な
る
方
、
熟
睡
感
が
な
い
方
、
ま

た
十
分
に
眠
っ
て
も
日
中
眠
気
に
襲
わ
れ
、
車
の

運
転
中
も
停
車
す
る
と
眠
く
な
る
方
は
、
簡
易
無

呼
吸
モ
ニ
タ
ー
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、
睡
眠
中
に
何
度
も

呼
吸
が
止
ま
る
（
無
呼
吸
）
状
態
を
繰
り
返
す
病

気
で
す
が
、
本
人
は
呼
吸
が
止
ま
っ
た
こ
と
に
気

付
か
な
い
場
合
が
多
く
、
放
っ
て
お
く
と
高
血
圧

や
不
整
脈
な
ど
の
循
環
器
系
に
も
影
響
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
ふ
と
し
た
居
眠
り
運
転
で
の
交
通
事

故
に
も
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
上
記
の
症
状
に
思
い
当
た
る
方
は
、
問
診
と
自

宅
で
寝
て
い
る
間
の
簡
単
な
検
査
で
診
断
が
つ
き

ま
す
の
で
、
耳
鼻
咽
喉
科
か
呼
吸
器
内
科
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 
 　
　
　
　
　
　
　
　
（
Y
・
T
）

市
税
な
ど
の
納
期（
１
月
）

者
は
１
月
５
日
上
　
時
か
ら（
鉦
・

10

火
・
□祝 
を
除
く
）各
子
ど
も
館
で
配

布
す
る
整
理
券（
各
回
先
着
　
人
）

240

を
持
参
し
、当
日
会
場
へ
。問
谷
吉

子
ど
も
館
☎
７
１
２
７
 
０
１
１
７

募
集
・
そ
の
他

◆
小
中
学
校
臨
時
職
員
事
前
登
録

　
①
少
人
数
授
業
等
講
師
②
特
別

―

支
援
学
級
支
援
員
③
音
楽
非
常
勤

講
師
④
学
校
図
書
館
司
書
。
①
②

は
要
教
員
免
許
状
、③
は
要
中
学
校

音
楽
の
教
員
免
許
状
。い
ず
れ
も
有

給
休
暇
、通
勤
手
当
あ
り
。
４
月

１
日
以
降
、
欠
員
分
を
採
用
。
曜

日
な
ど
の
詳
細
は
学
校
教
育
課
へ

◆
子
ど
も
館
・
学
童
保
育
所
の
一

般
職
の
非
常
勤
職
員
な
ど
　
①
児

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
１
月
　
日
水
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

１６

１０

方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

凶

２95医師会だより

総
合
公
園
体
育
館
で
野
田
市
成
人
式

※
飲
酒
さ
れ
て
い
る
方
の
入
場
は
、固

く
お
断
り
し
ま
す
。ま
た
、会
場
内
に

飲
食
物
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
野
田
市
成
人
式
を
、１
月
　14

日
月
　
時
　
分（
受
付
開
始
　

10

30

10

時
）か
ら
、総
合
公
園
体
育
館
で

開
催
し
ま
す
。対
象
は
、平
成
４

年
４
月
２
日
か
ら
５
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　
な
お
、
市
外
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨年は１,０３４人が参加



　
小
人
マ
ノ
ー
と
か
ぼ
ち
ゃ
の

家
で
く
ら
す
、ほ
し
ぶ
ど
う
の
よ

う
に
小
さ
な
子
ブ
タ
の
お
話
で

す
。わ
が
ま
ま
で
、や
ん
ち
ゃ
で

く
い
し
ん
ぼ
う
、け
れ
ど
に
く
め

な
い
レ
ー
ズ
ン
と
心
や
さ
し
い

マ
ノ
ー
。親
子
で
楽
し
め
ま
す
。

New Books
興風図書館の推せん図書

興風図書館拶７１２３-７６１１
南 図 書 館拶７１２５-７９８１
北 図 書 館拶７１２９-８８１１
せきやど図書館拶７１９８-４９４６

　
ト
ラ
ン
プ
遊
び
に
は
定
番
ゲ

ー
ム
だ
け
で
な
く
、ス
リ
リ
ン
グ

な
ゲ
ー
ム
な
ど
盛
り
上
が
る
遊

び
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。他
に
も
マ

ジ
ッ
ク
に
占
い
も
あ
り
遊
び
方

は
自
由
自
在
。子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

講
座
・
講
演
会

◆
楽
レ
シ
ピ
で
お
も
て
な
し
の
会
　

１
月
　
日
鞘
　
時
～
　
時
　
分
野
田

11

10

12

30

公
民
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
煮
込

み
料
理
で
お
も
て
な
し
。女
性
。先
着

８
人
。費
用
千
　
円
。エ
プ
ロ
ン
持
参
。

500

申
込
み
は
１
月
５
日
上
～
　
日
障
に

10

安
部
☎
７
１
２
４
 
９
１
０
２
へ

◆
イ
ン
ド
ア
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
・

大
会
　
①
教
室
…
１
月
　
日
～
２
月

19

　
日
の
土
　
時
～
　
時
　
分
総
合
公

16

18

20

30

園
体
育
館
で
。
全
５
回
。
参
加
費
千

円
。上
履
き
持
参
。②
大
会
…
２
月
　10

日
醤
は
一
般
、
２
月
　
日
醤
は
シ
ニ

17
－

ア
。
い
ず
れ
も
９
時
か
ら
総
合
公
園

体
育
館
で
。ダ
ブ
ル
ス
戦
。市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学（
高
校
生
以
上
）の
方
。

参
加
費
１
組
２
千
円（
高
校
生
千
　500

円
）。申
込
み
は
①
は
１
月
７
日
鉦
～

　
日
土
に
、
②
は
１
月
　
日
上
ま
で

12

26

に
岡
野
☎
７
１
２
４
 
３
２
５
９
へ

◆
講
演
会
「
ど
う
な
る
、
こ
れ
か
ら

の
高
齢
者
の
生
活
～
年
金
制
度
の
行

方
を
考
え
る
」
１
月
　
日
醤
　
時
　

13

13

30

分
～
　
時
中
央
公
民
館
で
。
先
着
　

16

30

人
。
申
込
み
は
１
月
５
日
上
か
ら
古

橋
☎
７
１
２
５
 
４
３
１
４
へ

◆
手
ご
ね
で
作
る
キ
ャ
ン
ド
ル
　
１

月
　
日
鉦
　
時
～
正
午
南
コ
ミ
ュ
ニ

21

10

－

－

テ
ィ
会
館
で
。
先
着
　
人
。
費
用
千

10

　
円
。
申
込
み
は
１
月
５
日
上
～
　

500

20

日
醤
に
足
立
☎
　
 
６
１
１
３
 
３

090

１
３
０
へ

イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他

◆
と
き
ど
き
習
字
ク
ラ
ブ
「
書
き
初

め
展
」　
１
月
５
日
上
～
　
日
醤
９

27

時
～
　
時
（
　
日
上
～
　
日
鉦
を
除

21

19

21

く
）
中
央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
で
。

書
き
初
め
を
中
心
に
冬
休
み
に
練
習

し
た
小
・
中
学
生
の
書
。
問
鈴
木
☎

　
 
４
４
３
９
 
４
８
０
３

090◆
清
水
公
園
探
鳥
会
　
１
月
６
日
醤

９
時
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。
正
午

解
散
。
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）。
参
加
費
　
円
。
双
眼
鏡

200

と
筆
記
用
具
持
参
。
問
田
中
☎
７
１

２
３
 
２
８
１
３（
　
時
以
降
）

18 －

－

－

－

－

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　

１
月
　
日
鞘
　
時
　
分
～
　
時
市
役

11

12

30

13

所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。箏
・
尺
八
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。「
さ
く
ら
　
」「
春
の

21

海
」
な
ど
。
問
市
役
所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
童
謡
の
会
・
新
年
事
始
め
の
歌
　

１
月
　
日
上
　
時
か
ら
北
部
公
民
館

12

13

で
。
愛
唱
名
歌
集
持
参
。
当
日
会
場

へ
。問
清
水
☎
７
１
２
２
 
３
９
５
１

◆
猛
き
ん
の
里
江
川
・
三
ケ
尾
に
冬

の
野
鳥
を
訪
ね
て
　
１
月
　
日
鉦
９

14

時
運
河
駅
集
合（
雨
天
中
止
）。　
時
14

解
散
。
運
河
の
水
鳥
や
江
川
・
三
ケ

尾
の
猛
き
ん
を
中
心
に
観
察
。
参
加

費
　
円
。
双
眼
鏡
、
昼
食
持
参
。
当

200
日
会
場
へ
。
問
浅
川
☎
　
 
１
１
０

090

６
 
６
６
６
３

◆
 雲
雀
 ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
発
表
会

ひ
ば
り

　
１
月
　
日
鞘
　
時
　
分
～
　
時
中

18

13

30

17

－

－

－

央
公
民
館
で
。「
雪
山
讃
歌
」、「
星
影

の
ワ
ル
ツ
」な
ど
。当
日
会
場
へ
。
問

横
田
☎
　
 
１
０
６
５
 
２
４
６
５

080

◆
冬
の
自
然
を
楽
し
も
う
　
１
月
　20

日
醤
９
時
　
分
清
水
公
園
駅
西
口
集

30

合
（
雨
天
中
止
）。　
時
　
分
解
散
。

12

30

清
水
公
園
と
周
辺
の
冬
の
樹
木
と
野

鳥
の
観
察
。
先
着
　
人
。
参
加
費
　

30

200

円
。
双
眼
鏡
、
飲
み
物
持
参
。
申
込

み
は
１
月
５
日
上
か
ら
鈴
木
☎
７
１

８
２
 
３
０
６
７
へ

◆
パ
ル
ナ
ス
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
定
期
演
奏
会
　
１
月
　
日
醤
　
時

20

14

か
ら
ア
ミ
ュ
ゼ
柏（
柏
市
）で
。
フ
ル

ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
当
日
会
場
受

付
。
問
高
安
☎
　（
　
）２
２
５
６

047
362

◆
県
民
ハ
イ
キ
ン
グ
　
１
月
　
日
醤

27

５
時
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
本
社
裏
駐
車
場

集
合
。
伊
予
ケ
岳
  （南
房
総
市
）登
頂

－

－

－

「トランプで遊ぼう！」
上口龍生、三田皓司、
シャーリー・スー・監修

池田書店

協

「こぶたのレーズン」
バーリント・アーグネシュ・作

偕成社

　野田市は、三方を河川に囲まれた地形
から、堤防やその周囲では富士山を眺望
できるポイントが数多く存在し、市内４か
所が「野田市からの富士」として「関東の
富士見１００景」の１景に認定されています。

　中でも、前方に大きな建物が写り込ま
ない玉葉橋付近や、関宿城博物館のバッ
クに富士山が撮影できる境大橋近くの土
手では、写真愛好家がカメラを構える姿
がたくさん見られます。
　天気に恵まれると、早朝には、積もった
雪が朝日を浴びて真っ白に輝く富士山に、
夕方には、真っ赤に染まった美しいシル
エットの富士山に出会えることでしょう。
　あなただけのお気に入りの富士山を探
してみてはいかがでしょうか。
※撮影は、マナーを守って行いましょう

富士山

約１２０㎞先の富士山が“そこ”に

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失失

歴史と自然が調和した絶景歴史と自然が調和した絶景もも



～
３
月
　
日
醤
　
時
～
　
時
（
入
館

24

10

17

は
　
時
ま
で
）茂
木
本
家
美
術
館
で
。

16
「
風
流
源
氏
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
展

示
。
入
館
料
　
円
（
小
・
中
学
生
　

700

400

円
）。予
約
は
事
前
に
同
館
☎
７
１
２

０
 
１
４
８
９
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会
　

１
月
　
日
上
　
時
～
　
時
成
田
市
中

26

13

16

央
公
民
館
で
。
弁
護
士
、
労
働
安
全

衛
生
管
理
者
な
ど
に
よ
る
相
談
。
当

日
会
場
受
付
。
問
千
葉
中
央
法
律
事

務
所
☎
　（
　
）４
５
６
７

043
225

◆
賀
状
展
　
１
月
　
日
醤
～
　
日
障

20

24

　
時
～
　
時（
最
終
日
は
　
時
ま
で
）

10

16

15

興
風
会
館
で
。
出
品
希
望
者
（
１
人

－

５
点
以
内
）は
１
月
　
日
障
必
着
で
、

17

郵
送
か
持
参
で
〒
　
 
０
０
３
５
中

278

野
台
　
 
１
欅
の
ホ
ー
ル
２
階
野
田

168

市
文
化
団
体
協
議
会
事
務
局
へ
。　20

日
醤
と
　
日
鐘
の
　
時
～
　
時
は
同

23

10

15

会
場
で
押
し
花
の
は
が
き
作
り
（
は

が
き
代
　
円
）も
。問
井
上
☎
７
１
５

50

２
 
２
９
４
７

◆
絵
手
紙（
年
賀
状
）楽
習
会
　
１
月

　
日
醤
　
時
～
正
午
中
央
公
民
館

27

10

で
。
参
加
費
　
円
。
絵
手
紙
用
具
・

300

小
筆
持
参（
無
く
て
も
可
）。
先
着
　20

人
。
申
込
み
は
１
月
５
日
上
～
　
日
24

障
に
フ
ァ
ク
ス
で
布
目
☎
・
思
７
１

２
４
 
９
４
４
６
へ

－

－

－

－

匡

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
　
月
１
日
号
の
正
解
は
「
お
お
そ
う
じ
」
で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

１２

４９

の
結
果
、
当
選
者
は
岩
瀬
章
様
、
坪
谷
照
子
様
、
中
元
祐
里
子
様
、
本
吉
和
雄
様
、
吉
田
輝
子
様（
五
十
音
順
）で
す
。

と
と
み
や
ま
水
仙
遊
歩
道
を
歩
く
約

４
時
間
の
ハ
イ
キ
ン
グ
。
参
加
費
５

千
円
。
申
込
み
は
１
月
　
日
鞘
　
時

11

19

か
ら
興
風
会
館
で
行
う
説
明
会
で
。問

河
井
☎
　
 
６
５
３
７
 
６
５
０
５

090

◆
コ
マ
の
た
け
ち
ゃ
ん
の
あ
そ
ぶ
あ
そ

び
！
　
１
月
　
日
醤
　
時
～
　
時
七

27

14

16

光
台
小
学
校
体
育
館
で
。
コ
マ
の
達

人
の
技
に
学
び
な
が
ら
、
昔
遊
び
に

－

－

挑
戦
。
幼
児
・
小
学
生
の
子
と
親
。

先
着
　
人
。
費
用
千
円
。
上
履
き
持

50

参
。
申
込
み
は
１
月
５
日
上
～
　
日
25

鞘
に
 
野
田
子
ど
も
劇
場
☎
７
１
２

４
 
８
４
１
９
へ

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
育
児
相
談
会
　
１

月
　
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
。

28

10

30

11

30

３
歳
ま
で
の
子
と
親
。
先
着
５
組
。

費
用
　
円
。
申
込
み
は
１
月
５
日
上

50
－

か
ら
 
ゆ
う
＆
み
い
☎
７
１
２
４
 

１
３
６
７
へ

◆
押
し
花
で
作
る
お
ひ
な
様
額
　
２

月
２
日
上
９
時
～
正
午
中
央
公
民
館

で
。
参
加
費
３
千
円
。
申
込
み
は
１

月
５
日
上
～
　
日
鞘
に
荒
井
☎
７
１

25

２
５
 
２
５
７
７
へ

◆
企
画
展「
源
氏
絵
～
広
重
・
三
大
豊

国
二
人
の
合
筆
も
」展
　
２
月
６
日
鐘 －

－

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、
二

重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
Ｍ
の
順
に

並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
《
出
題

＝
秘
書
広
報
課
・
参
考
資
料
＝
大
辞
林
》。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①「
止
ま
れ
」の
交
通
標
識

は
一
時

―
。②
お
に
ぎ
り
を
包
み
ま
す
。

③
野
田
市
は
利
根
川
、江
戸
川
、利
根

―

り
ま
す
。⑮
人
日
の
節
句

（
１
月
７
日
）の
朝
に
食
べ

る

―
粥
。⑰
お
で
ん
に

し
た
り
、ブ
リ
と
煮
た
り
。　○２２

ア
ジ
ア
原
産
の
通
気
性
に

優
れ
伸
縮
性
の
な
い
繊
維
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
元
日

に
国
立
競
技
場
で
決
勝
戦

が
行
わ
れ
る
「

―
全
日

本
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
」。
⑥
日
本
で
は
青
森

県
と
長
野
県
で
多
く
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。
⑦
漢
字

で「
櫨
」。⑧
奈
良
公
園
に

い
る
オ
ス
は
角
の
あ
る
動

当
選
者
の
方
は
、

氏
名
を
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、あ

ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版
》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》

《
新
春
版
》

ホ
ウ
キ
の
手
。⑭
正
月
遊
び
の
一
つ
。顔
を
作

カ
ッ
ト
・
出
野
元
山

た
り
、飾
っ
た
り
。⑤
ワ
イ
ン
の
種
類
。白
、赤
、

―
。⑦⇔

賛
成
。⑨

―
ゆ
で
、
―
あ
げ
、

―
飯
。⑫
冬
の
風
物
詩
。バ
ケ
ツ
の
帽
子
に

物
。⑩⇔

内
観
。⑪
慣
用
句
。「

―
を
ひ
そ

め
る
」。⑬
頑
丈
、強
い
さ
ま
。「

―
ガ
イ
」。

⑯
俳
句
で「
雪
」「
月
」「
花
」な
ど
の
言
葉
。⑰

主
に
木
造
建
造
物
の
建
築
・
修
理
を
行
う
職

人
の
こ
と
。⑱
悲
し
い
時
、
―
が
頬
を
伝

う
。⑲

―
と
答
え
。⑳
ふ
り
が
な
。「

―

を
振
る
」。　○
ユ
ー
カ
リ
の
葉
を
食
べ
る
動

２１

物
。　○
西
郷
隆
盛
の
出
身
と
さ
れ
る
藩
。　○

２３

２４

タ
ラ
の
芽
、ウ
ド
、ワ
ラ
ビ
、ゼ
ン
マ
イ
な
ど
。

【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
１
月
　
日
火
必

１５

着
で
、答
え
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意
見
な

ど
を
明
記
し
て
、〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市

２７８

役
所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係

へ
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
　
名
様
に
、

１０

「
図
書
カ
ー
ド
」と
、の
だ
っ
こ
ダ
イ
ち
ゃ
ん

の
イ
ラ
ス
ト
入
り
複
製「
色
紙
」（
写
真
）を

セ
ッ
ト
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。正
解

と
当
選
者
は
、２
月
１
日
号
で
発
表
し
ま
す
。

―

の
３
河
川
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。④

正
月
に
羽
を
つ
い

平
成
　
年
度
の
使
用
分
か
ら

２５
 市
役
所
ふ
れ
あ
い 
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
申
込
方
法
を
変
更

　
　
　
　
  ～
あ
わ
せ
て
使
用
期
間
を
７
日
間
に
～

　
市
役
所
１
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
現
在
、
使
用
日
の
２
か

月
前
か
ら
随
時
受
付
し
て
い
ま
す

が
、
４
月
使
用
分
か
ら
は
、
受
付

方
法
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
方
に
利
用
い
た

だ
く
た
め
、使
用
期
間
を
現
在
の
８

日
間
か
ら
７
日
間
に
短
縮
し
ま
す
。

【
受
付
方
法
】偶
数
月
の
１
日（
閉

庁
日
の
場
合
は
次
の
開
庁
日
）
９

時
か
ら
２
か
月
分
（
２
か
月
後
お

よ
び
３
か
月
後
）の
予
約
を
受
付
。

９
時
の
時
点
で
複
数
の
方
が
申
し

込
ま
れ
て
い
る
場
合
は
抽
選

※
４
月
、５
月
分
の
使
用
申
込
は
２

月
１
日
金
９
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す

【
使
用
期
間
】鐘
～
翌
週
鍾（
７
日
間
）

【
使
用
回
数
】原
則
と
し
て
１
団
体

に
つ
き
年
１
回
。
た
だ
し
、
抽
選

後
に
空
き
が
出
た
場
合
に
限
り
２

回
以
上
の
使
用
が
可
能

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
管
財
課
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 蛇
 は
爬
虫
類
ヘ
ビ
亜
目
の
動

へ
び

物
で
、
ト
カ
ゲ
と
同
じ
祖
先
を

も
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
温
帯
、
熱
帯
、
亜
熱
帯
に
多

く
生
息
し
ま
す
が
、
ア
ラ
ス
カ

や
シ
ベ
リ
ア
な
ど
寒
い
地
方

に
も
い
ま
す
。
古
く
か
ら
人

間
と
関
わ
り
が
多
い
た
め
、

蛇
に
関
す
る
故
事
や
こ
と
わ

ざ
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　
あ
っ
て
も
意
味
の
な
い
も

の
、余
計
な
こ
と
を
表
す「
 蛇
 
だ

 足
 」や
、し
な
く
て
も
よ
い
こ

そ
くと

を
し
て
か
え
っ
て
よ
く
な

い
結
果
に
な
る
「
 藪
  蛇
 」、

や
ぶ
 へ
び

「
藪
を
つ
つ
い
て
蛇
を
出
す
」

の
ほ
か
、「
蛇
穴
を
 出
 づ
」
は

い

冬
眠
し
て
い
た
蛇
が
春
の
訪
れ

と
と
も
に
 這
 い
出
す
こ
と
で
、

は

春
の
季
語
と
も
さ
れ
ま
す
。

　
社
会
に
は
い
ろ
い
ろ
な
出
来

イラスト＝稲葉多太司さん（清水）

女（人）男（人）計（人）
７９１６９５大正６年
４７９３０３７８２昭和４年
１,０９３１,１５７２,２５０昭和１６年
1,１１４1,０６７2,１８１昭和２８年
９３３1,０５６1,９８９昭和４０年
1,０２８1,１７９2,２０７昭和５２年
７２５８１２1,５３７平成元年
７０５７６０1,４６５平成１３年
6,１５６6,３５０12,５０６総　計

■市内の巳年生まれ（１２月１日現在）兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

事
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
春

の
よ
う
に
明
る
い
日
差
し
が
多

く
注
が
れ
る
年
に
な
る
こ
と
を

願
い
た
い
も
の
で
す
。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時から22時まで（ただし16時から19時までは除く）
内科＝９時から16時まで（19時から22時までは急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）スズキ皮フ科内科クリニック（☎７１２６－２２８５）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）１日（火）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）うちだ内科クリニック（☎７１２７－８１８１）門倉医院（☎７１２４－５３１１）２日（水）
アイレディースクリニック（☎7137－7661）あら山子どもクリニック（☎７１２９－７１４９）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）３日（木）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）野田病院（☎７１２７－３２００）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）６日（日）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）奥野循環器科クリニック（☎７１２３－７７１１）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）１３日（日）
アイレディースクリニック（☎7137－7661）野田南部診療所（☎７１２１－０１７１）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）１４日（月）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）新村医院（☎７１３８－２１０３）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）２０日（日）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）丹保医院（☎７１２９－３５５７）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）２７日（日）

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１１３１号　平成２５年１月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時から１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２４.１２.１現在）●人口＝１５７,２０１人（－９）　男＝７９,０４７人（＋３）　女＝７８,１５４人（－１２）●世帯数＝６３,３４１世帯（＋３０）　●市の面積＝１０３.５４㎢

－　新しい踊りおぼえたよ　－

 合併から１０年　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙ののののののののののののののののののののここここここここここここここここここここととととととととととととととととととととばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば～表紙のことば 

　
平
成
　
年
６
月
６
日
野
田

15

市
と
関
宿
町
が
合
併
し
て
、今

年
で
　
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

10

　
こ
の
間
、「
新
市
建
設
計

画
」に
基
づ
き
、皆
さ
ん
と
と

も
に
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
①
は
、キ
ャ
ン
プ
も
で
き
る

「
関
宿
あ
お
ぞ
ら
広
場
」
で

す
。②
は
、関
宿
町
役
場
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
支
所
や
図

書
館
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
な

ど
が
入
っ
た
複
合
施
設
「
い

ち
い
の
ホ
ー
ル
」で
す
。③
は
、

市
民
の
足
と
し
て
定
着
し
た

「
ま
め
バ
ス
」。④
は
、
総
合
公

園
内
で
全
天
候
型
に
改
修
し

た「
陸
上
競
技
場
」。⑤
は
、　18

年
か
ら
江
川
地
区
で
進
め
て

き
た
ビ
オ
ト
ー
プ
（
生
物
生

息
空
間
）
化
な
ど
の
生
物
多

様
性
の
取
り
組
み
が
後
世
に

引
き
継
が
れ
る
よ
う
、
そ
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
飼
育
を
開

始
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
す
。

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

▼
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
▼
昨
年

　
月
４
日
、
江
川
地
区
で
自

12然
再
生
・
生
物
多
様
性
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
国
の
特
別
天

然
記
念
物
で
あ
る
コ
ウ
ノ
ト

リ
２
羽
の
飼
育
が
始
ま
り
ま

し
た
▼
今
年
は
、
新
し
い
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
誕
生
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
▼
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
住
み
着

い
た
家
に
は
幸
福
が
訪
れ
る

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
そ

う
で
す
▼
今
年
が
野
田
市
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な

る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
今
年

も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
市
報
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 （
と
）
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